
問
題
下
議
や
虚
偽
サ
イ
ト
の
大
物
も

頃
か
ら
は
、
緊
急
援
助
金

の
支
払
い
が
始
ま
っ
た
事
な

ど
も
あ
り
、
隔
離
率
の
低
下

も
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

外
出
自
粛
令
に
よ
る
効
果
が

出
始
め
て
い
た
州
で
も
感
染

が
加
速
化
し
た
。 

　

大
規
模
な
感
染
症
流
行
が

起
き
た
時
の
社
会
隔
離
と
経

済
回
復
の
関
係
は
、
ス
ペ
イ

ン
風
邪
流
行
時
の
米
国
で
、

早
期
に
社
会
隔
離
を
採
用
し

た
市
は
死
者
も
少
な
く
、
経

済
の
回
復
も
早
か
っ
た
が
、

恒
例
行
事
を
優
先
し
て
隔
離

を
遅
ら
せ
た
市
は
死
者
も
多

く
、
経
済
の
回
復
も
遅
れ
た

と
い
う
実
例
が
あ
る
。 

　

伯
国
で
は
社
会
隔
離
採
用

が
遅
れ
た
上
、
適
用
も
中
途

半
端
で
、
感
染
者
数
、
死
者

数
共
に
世
界
第
２
位
。
隔
離

開
始
か
ら
３
カ
月
後
も
ピ
ー

ク
を
越
え
ら
れ
ず
、
経
済
活

動
の
再
開
が
遅
れ
て
い
る
。 

　

ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス

財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
伯
国
経
済

研
究
所
の
マ
ル
セ
ル
・
バ
ラ

シ
ア
ノ
氏
は
、
国
際
金
融
機

関
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
発
表
し
た

成
長
見
通
し
と
１
５
日
に
中

　

１
６
日
午
前
、「
反
民
主
主
義
的
行
為
が
行
わ
れ
た
」
こ
と
に
関
す
る
捜
査
が
全

国
的
に
行
わ
れ
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
新
党
「
ブ
ラ
ジ
ル
同
盟
」
関
係
者
や
、
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
（
Ｆ
Ｎ
）
捜
査
で
も
対
象
と
な
っ
た
極
右
ブ
ロ
ガ
ー
の
ア
ラ
ン
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
氏
、
か
ね
て
か
ら
数
々
の
問
題
行
為
で
も
知
ら
れ
て
き
た
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ル

ヴ
ェ
イ
ラ
下
議
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
と
い
っ
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
支
持
派

と
し
て
知
ら
れ
る
人
た
ち
が
多
数
、
捜
査
対
象
と
な
っ
た
。
１
６
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
地
方
医
師
協
議
会

（
Ｃ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｓ
ｐ
）
が
聖

州
検
察
局
に
報
告
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
患
者
専
用
の
病
院

と
し
て
建
設
さ
れ
た
聖
市
北

部
の
ア
ニ
ェ
ン
ビ
臨
時
病
院
に

は
、
人
工
呼
吸
器
の
よ
う
な

器
具
が
不
足
し
、
衛
生
基
準

副
党
首
で
主
要
出
資
者
、
リ

マ
氏
は
同
党
所
属
の
広
告
業

者
だ
。
彼
ら
は
３
月
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
、
反
連
邦
議
会
・

最
高
裁
の
首
謀
者
の
一
人
と

見
ら
れ
て
い
る
。 

　

シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
は

２
０
１
８
年
の
統
一
選
の
際
、

同
年
３
月
に
殺
害
さ
れ
た
マ

リ
エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ
元
リ
オ

市
議
を
記
念
す
る
た
め
に
同

氏
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
道

路
名
の
プ
レ
ー
ト
を
演
説
中

に
割
っ
た
人
物
で
、
他
に
も
、

リ
オ
州
内
の
学
校
に
侵
入
し

て
の
授
業
録
画
や
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ

元
下
院
リ
ー
ダ
ー
、デ
レ
ガ
ー

ド
・
ヴ
ァ
ウ
ジ
ー
ル
氏
へ
の
盗

聴
疑
惑
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・

デ
モ
参
加
者
へ
の
威
嚇
行
為

と
い
っ
た
問
題
行
為
も
起
こ

し
て
い
る
。 

　

ア
ラ
ン
氏
は
極
右
サ
イ
ト

「
テ
ル
サ
・
リ
ー
ヴ
リ
」
の

大
統
領
新
党
の
関
係
者
ら
対
象
に

銀
が
発
表
し
た
金
融
機
関
の

専
門
家
に
よ
る
成
長
見
通
し

を
掛
け
合
わ
せ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
の
伯
国
の
経
済
回
復
は

他
国
よ
り
遅
い
と
の
見
通
し

を
発
表
し
た
。 

は
、
家
庭
消
費
に
牽
引
さ
れ
、

比
較
的
早
い
経
済
回
復
を
遂

げ
た
伯
国
も
、
今
回
は
、
感

染
拡
大
の
長
期
化
で
経
済
活

動
の
再
開
が
遅
れ
、
他
国
の

後
塵
を
拝
す
る
事
に
な
り
そ

会
隔
離
の
基
準
な
ど
を
表
し

た
の
は
３
月
１
３
日
。
州
や

市
が
外
出
自
粛
令
な
ど
を
出

し
た
の
も
３
月
中
旬
で
、
感

染
拡
大
の
抑
制
を
困
難
に
し

た
。
そ
の
事
は
、
国
内
で
検

出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝

子
情
報
な
ど
を
研
究
す
る
学

者
達
も
指
摘
し
て
い
る
。 

　

対
策
の
遅
れ
に
輪
を
か
け

た
の
は
連
邦
政
府
と
各
自
治

体
の
足
並
み
の
乱
れ
で
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
「
外
に

出
よ
」
と
呼
び
か
け
始
め
た

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
が
ピ
ー

ク
を
越
え
る
か
、
第
２
の
波

の
到
来
を
招
く
か
の
分
か
れ

目
に
あ
る
が
、
経
済
の
回
復

は
他
国
よ
り
遅
い
と
の
見
通

し
が
発
表
さ
れ
た
と
１
６
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

１
５
日
夜
の
保
健
省
発

表
に
よ
る
感
染
者
数
は
前

日
比
２
万
６
４
７
人
増
の

８
８
万
８
２
７
１
人
で
、

死
者
数
は
６
２
７
人
増
の

４
万
３
９
５
９
人
だ
っ
た
。 

　

伯
国
で
は
２
月
末
〜
３
月

初
旬
に
市
内
感
染
が
始
ま
っ

て
い
た
の
に
、
保
健
省
が
社

ク
ア
レ
ン
テ
ナ
適
用
に
失
敗
し

ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
教
育
相
解
任
か
？

外
出
再
規
制
は
よ
り
困
難
？

う
だ
。 

　

非
常
に
厳
格
な
隔
離
政
策

採
用
で
、
感
染
者
、
死
者
共

に
ご
く
少
数
な
ま
ま
国
境
封

鎖
を
解
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
、
１
週
間
後
に
輸
入

型
の
感
染
者
を
確
認
。
震
源

地
で
都
市
封
鎖
も
行
っ
た
中

国
も
、
北
京
で
市
中
感
染
が

発
生
。
日
本
で
も
少
数
だ
が

集
団
感
染
が
報
告
さ
れ
る
な

ど
、
感
染
終
息
後
も
気
は
許

せ
な
い
。 

　

ま
し
て
、
感
染
拡
大
の
最

中
に
隔
離
緩
和
を
行
っ
た
州

や
市
は
、
感
染
者
増
や
集
中

治
療
室
の
占
有
率
上
昇
な
ど

で
規
制
を
厳
し
く
す
る
必
要

が
生
じ
る
。
だ
が
、
聖
州
内

陸
部
で
は
州
政
府
に
よ
る
規

制
強
化
へ
の
不
満
が
出
て
、

規
制
再
強
化
後
も
商
店
が
営

業
を
継
続
。
州
政
府
に
「
当

初
の
基
準
維
持
を
」
と
直
談

判
す
る
市
長
も
出
て
い
る
。 

営
業
再
開
後
、
初
め
て
の
週
末
を
迎
え

た
聖
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（Roberto Parizotti/FotosPublicas

）

Ｆ
Ｎ
に
続
き
、モ
ラ
エ
ス
判
事
が
指
示

主
宰
者
で
、
上
下
両
院
合
同

の
Ｆ
Ｎ
調
査
委
員
会
で
も
虚

報
拡
散
の
中
心
人
物
と
目
さ

れ
て
い
る
。
同
氏
は
Ｆ
Ｎ
捜

査
で
も
捜
査
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
大
統
領
三
男
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
氏
と
の
蜜
月
ぶ
り
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。 

　

こ
の
他
に
も
、
Ｆ
Ｎ
捜
査

で
も
対
象
と
な
っ
た
、
ブ
ラ

ジ
ル
同
盟
出
資
者
で
不
動
産

投
資
家
の
オ
タ
ヴ
ィ
オ
・
フ
ァ

コ
ウ
リ
氏
や
、ラ
ヴ
ォ
ッ
ク
ス・

ブ
ラ
ジ
ル
氏
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・

シ
ウ
ヴ
ァ
氏
、
カ
ミ
ラ
・
ア

ブ
ド
氏
と
い
っ
た
３
人
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
の
自
宅
な
ど
も

捜
査
対
象
と
な
っ
た
。 

　

Ｆ
Ｎ
捜
査
は
今
後
も
継
続

し
て
行
わ
れ
る
か
が
最
高
裁

で
審
理
さ
れ
て
い
る
最
中
だ

が
、
１
５
日
の
サ
ラ
・
ウ
イ

ン
タ
ー
容
疑
者
の
逮
捕
に
続

き
、
連
邦
議
会
や
最
高
裁
へ

を
満
た
さ
な
い
と
い
う
イ
ン

フ
ラ
上
の
不
備
が
あ
る
と
い

う
。
同
病
院
は
今
月
４
日
に

聖
州
議
５
人
が
侵
入
し
て
不

正
を
暴
こ
う
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
今

回
の
よ
う
な
専
門
的
見
地
に

立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、「
入

院
患
者
な
ど
い
な
い
」
と
い

う
、
聖
市
側
に
よ
っ
て
「
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
と
批
判
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す
た
め
の

も
の
だ
っ
た
。
専
門
的
な
監

査
を
行
う
機
関
は
し
っ
か
り

あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
尊
重

す
る
こ
と
が
い
か
に
大
事
か

が
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
も

わ
か
る
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
５
日
に
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
で
、
ネ
オ
ナ
チ
活
動
家
サ

ラ
・
ウ
イ
ン
タ
ー
容
疑
者
の

注
目
度
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
派
の
カ
ル
ラ
・
ザ
ン

べ
ッ
リ
下
議
な
ど
は
同
容
疑

者
逮
捕
を
「
政
治
的
」
な
ど

と
批
判
し
た
が
、
サ
ラ
氏
の

実
兄
は
「
逮
捕
さ
れ
て
当
然
」

と
し
、
同
氏
が
所
属
し
て
い

た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団
体
か
ら

は
「
彼
女
は
金
を
持
ち
逃
げ

し
て
我
々
か
ら
除
名
さ
れ
た
」

と
の
証
言
も
。
逮
捕
当
日
、

彼
女
の
グ
ル
ー
プ
「
３
０
０
・

ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
」
は
釈
放
を

求
め
て
の
抗
議
も
行
っ
た
が
、

参
加
者
は
２
０
人
も
い
な

か
っ
た
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
６
日
、
リ
オ
市
の
マ

ラ
カ
ナ
ン
・
ス
タ
ジ
ア
ム
が

創
設
７
０
周
年
を
迎
え
た
。

１
９
５
０
年
の
伯
国
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
か
ら
、
そ
れ
だ
け

の
時
間
が
流
れ
た
と
い
う
意

味
で
も
あ
る
。
本
当
な
ら
盛

大
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
い
た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

が
、
今
は
あ
い
に
く
の
コ
ロ
ナ

禍
。
あ
の
大
き
な
ス
タ
ジ
ア

ム
が
次
に
満
杯
に
な
る
の
は

い
つ
の
日
の
こ
と
だ
ろ
う
。 

　

ド
ル
高
が
続
く
最
中
、
外

国
か
ら
伯
国
へ
の
通
貨
の

流
入
量
が
増
え
て
い
る
と
、

１
５
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。 

　

ド
ル
は
３
月
に
は
じ
め
て

５
レ
ア
ル
台
に
突
入
し
、
５

月
に
は
５
・
９
レ
ア
ル
台
を

記
録
す
る
ほ
ど
の
ド
ル
高
状

態
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
為
替
市
場
は
不
安
定

で
、
先
を
読
む
こ
と
が
難
し

い
が
、
ド
ル
高
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
人
が
、
外
国
か
ら

よ
り
多
く
の
通
貨
を
流
入
さ

せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
き

て
い
る
と
い
う
。
今
年
の
１

月
か
ら
４
月
に
お
い
て
は
、

伯
国
か
ら
外
国
へ
流
出
し
た

金
額
の
約
２
倍
に
あ
た
る
通

貨
が
流
入
し
た
と
い
う
。 

　

２
０
年
１
月
か
ら
４

月
に
流
入
し
た
金
額
は

１
０
億
６
千
万
ド
ル
で
、

１
カ
月
平
均
に
す
る
と

２
億
６
４
０
０
万
ド
ル
と
な

る
。
こ
の
額
は
２
０
１
９

年
１
〜
４
月
の
９
％
増
で
、

２
０
１
０
年
以
降
で
は
最
高

の
数
字
だ
。 

　

逆
に
、
伯
国
か
ら
流
出

し
た
額
は
同
じ
期
間
中
に

５
億
１
８
０
０
万
ド
ル
。
月

間
平
均
で
は
１
億
３
千
万
ド

ル
だ
が
、
こ
れ
は
１
９
年

の
同
時
期
と
比
較
す
る
と

２
５
％
減
で
、１
６
年
以
来
、

最
小
の
数
字
と
な
る
。 

　

こ
れ
ら
の
動
き
は
レ
ア
ル

の
価
値
が
下
が
っ
た
こ
と
を

利
用
し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ

が
、
１
〜
４
月
期
の
特
色
と

し
て
は
、
ブ
ロ
ガ
ー
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
と
い
っ
た
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
職
種
の
人
た

ち
が
ド
ル
建
て
で
の
支
払
い

分
を
国
内
向
け
に
送
金
す
る

例
や
、
多
国
籍
企
業
の
従
業

員
た
ち
が
持
ち
株
を
売
っ
て

収
入
増
を
計
っ
た
り
す
る
例

が
目
立
つ
と
い
う
。

　

物
議
を
醸
す
言
動
続
き

の
ア
ブ
ラ
ア
ン
・
ウ
ェ
イ

ン
ト
ラ
ウ
ビ
教
育
相
が
解

任
の
危
機
に
立
っ
て
い
る
。

１
５
、１
６
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

１
５
日
、
バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ

ス
局
の
取
材
を
受
け
、
ウ
ェ

イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
教
育
相
に
関

し
て
「
思
慮
深
さ
に
欠
け
て

い
る
」「
連
邦
政
府
を
代
表

す
る
存
在
で
は
な
い
」
と

語
っ
た
。
公
の
場
で
は
初

め
て
の
同
教
育
相
批
判
後
、

「
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
氏
、

解
任
か
」
と
の
憶
測
が
メ

デ
ィ
ア
を
駆
け
巡
っ
た
。

　

こ
と
の
発
端
と
な
っ
た
の

は
、
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
氏

が
１
４
日
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で

の
連
邦
政
府
支
持
デ
モ
に
参

加
し
た
こ
と
だ
。
こ
の
前
日

に
は
、
１
５
日
に
逮
捕
さ
れ

た
サ
ラ
・
ウ
イ
ン
タ
ー
容

疑
者
が
率
い
る
ネ
オ
ナ
チ
集

団
「
３
０
０
・
ド
・
ブ
ラ
ジ

ル
」
が
最
高
裁
に
向
か
っ
て

花
火
を
発
射
し
た
こ
と
が
大

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

直
後
の
デ
モ
に
参
加
し
た
こ

と
が
、
連
邦
政
府
関
係
者
の

間
で
も
物
議
を
醸
し
、「
解

任
せ
よ
」
と
の
意
見
が
連
邦

政
府
内
で
巻
き
起
こ
っ
て
い

た
。

　

し
か
も
、
同
相
は
こ
の
デ

モ
に
マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
に

参
加
し
、
連
邦
直
轄
区
か
ら

２
千
レ
ア
ル
の
罰
金
刑
も
受

け
て
い
る
。

　

ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
氏
は

か
ね
て
か
ら
、
連
邦
政
府
内

で
も
っ
と
も
騒
動
を
起
こ
す

大
臣
と
し
て
知
ら
れ
、
３
月

に
起
き
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
中
国
陰
謀
論
と
中
国
人

に
対
す
る
人
種
差
別
発
言
で

は
国
際
的
な
問
題
と
引
き
起

こ
し
た
。
ま
た
、
５
月
に
ビ

デ
オ
が
公
開
さ
れ
た
４
月

２
２
日
の
閣
議
で
は
、「
最

高
裁
判
事
を
全
員
逮
捕
せ

よ
」
と
発
言
し
て
お
り
、
連

邦
警
察
で
の
事
情
聴
取
も
受

け
た
が
、
連
邦
警
察
で
は
黙

秘
を
通
し
た
。

　

奇
し
く
も
１
５
日
は
、
最

高
裁
で
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

の
捜
査
対
象
に
ウ
ェ
イ
ン
ト

ラ
ウ
ビ
氏
を
含
む
か
否
か
の

継
続
審
議
が
行
わ
れ
、
人
身

保
護
令
を
適
用
す
る
か
否
か

の
判
事
投
票
が
続
け
ら
れ
て

い
た
。
結
局
、
反
対
が
圧
倒

的
多
数
で
人
身
保
護
令
は
認

め
ら
れ
ず
、
同
相
は
Ｆ
Ｎ
捜

査
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
氏
に

聞
、
文
房
具
類
４
３
・
４
％
、

個
人
が
使
用
す
る
品
々
や

家
庭
用
品
２
９
・
５
％
、
事

務
・
通
信
機
器
、
事
務
用
品

２
９
・
５
％
、
家
具
・
電
気

用
品
２
０
・
１
％
、
医
薬
品

や
治
療
用
の
資
材
、
香
水
・

化
粧
品
類
１
７
％
、
燃
料
・

潤
滑
油
類
１
５
・
１
％
な
ど
、

全
て
の
部
門
で
大
幅
な
落
ち

込
み
を
記
録
し
た
。

　

ま
た
、
自
動
車
や
自
動

車
用
部
品
、
建
設
資
材
な

ど
も
含
め
た
拡
大
小
売
り
の

売
り
上
げ
は
、
前
月
比
で

１
７
・５
％
減
と
な
っ
た
。
自

動
車
や
部
品
類
の
売
り
上
げ

は
３
６
・
２
％
、
建
設
資
材

は
１
・
８
％
の
落
ち
込
み
を

記
録
し
た
。

　

４
月
の
拡
大
小
売
り
の
売

り
上
げ
は
昨
年
同
月
比
で
は

２
７
・
１
％
、
今
年
の
累
積

は
昨
年
同
期
比
で
３
・
６
％

減
と
な
っ
た
。
こ
ち
ら
も
、

直
近
１
２
カ
月
の
売
り
上
げ

は
前
年
同
期
比
で
３
・
３
％

増
だ
っ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

6月16日午後 6時現在
米ドル相場

売　5.2324  R$
買　5.2310  R$

円相場
売　0.0487  R$
買　0.0487  R$

伯
国
へ
の
通
貨
流
入
量
が
増
大

ド
ル
高
レ
ア
ル
安
の
為
替
を
利
用

１
４
日
の
デ
モ
参
加
で
立
場
危
う
く

コロナ禍

経
済
の
回
復
他
国
よ
り
遅
い

４
月
の
小
売
は
１
６
・
８
％
減

コ
ロ
ナ
禍
で
の
隔
離
政
策
響
く

シルヴェイラ下議（twitter）

ウェイントラウビ教育相
（Fabio Rodriguez Pozzebom/Agencia Brasil）

　

今
回
の
捜
査
は
、
連
邦
議

会
や
連
邦
最
高
裁
な
ど
に
対

し
て
、
違
憲
と
な
る
威
嚇
、

脅
迫
行
為
を
行
っ
た
と
さ
れ

る
人
物
に
対
し
て
行
わ
れ
た

も
の
だ
。
捜
査
要
請
は
連
邦

検
察
庁
が
出
し
、
５
月
２
７

日
に
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｎ
の
捜
査

の
許
可
も
出
し
た
、
最
高
裁

の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・

モ
ラ
エ
ス
判
事
が
捜
査
の
許

可
と
令
状
を
出
し
た
。 

　

今
回
は
２
１
人
に
対
す
る

家
宅
捜
索
令
状
が
２
６
件
出

さ
れ
た
。
捜
査
対
象
は
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
、
聖
州
、
リ
オ
州
、

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
、
ミ
ナ
ス・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー

ナ
州
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。 

　

今
回
の
捜
査
の
中
心
と

な
っ
た
人
物
は
、
ル
イ
ス
・

フ
ェ
リ
ペ
・
ベ
ル
モ
ン
テ
氏
、

セ
ル
ジ
オ
・
リ
マ
氏
、
ダ
ニ

エ
ル
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
、
ア

ラ
ン
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
氏

だ
。
検
察
庁
特
捜
部
に
よ
る

と
、
捜
査
対
象
者
は
全
員
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
て
、
反
民
主
主
義
的

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
て
い
た

と
い
う
。 

　
ベ
ル
モ
ン
テ
氏
と
リ
マ
氏
は

「
ブ
ラ
ジ
ル
同
盟
」
の
関
係

者
で
、
前
者
は
同
党
の
第
２

　

地
理
統
計
院
が
１
５
日
、

４
月
の
小
売
の
売
り
上
げ
が

３
月
比
で
１
６
・
８
％
減
と

な
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

同
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
に

よ
る
と
、
４
月
の
小
売
り
は

昨
年
同
月
比
で
も
同
率
の
落

ち
込
み
を
記
録
し
た
。
今
年

に
入
っ
て
か
ら
の
累
積
売
り

上
げ
は
昨
年
同
期
比
で
３
％

の
落
ち
込
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

た
だ
し
、
直
近
１
２
カ
月
間

の
売
り
上
げ
は
、
前
期
比
で

０
・７
％
増
だ
っ
た
。

　

４
月
の
落
ち
込
み
は
、
３

月
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に

伴
う
外
出
自
粛
な
ど
の
影
響

を
反
映
し
た
も
の
だ
。

　

３
月
の
小
売
り
に
は
、
外

出
自
粛
に
備
え
た
食
料
品
買

い
だ
め
と
い
っ
た
動
き
が
見

ら
れ
た
が
、
４
月
は
、
ス
ー

パ
ー
や
食
料
品
、
飲
料
品
、

た
ば
こ
類
も
１
１
・
８
％
減

を
記
録
し
た
。

　

そ
の
他
の
部
門
も
、
服
地

や
衣
類
、
靴
類
の
６
０
・６
％

減
を
筆
頭
に
、
雑
誌
や
新

の
威
嚇
行
為
を
繰
り
返
す
、

大
統
領
支
持
者
へ
の
け
ん
制

が
強
ま
っ
た
形
と
な
っ
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

今
回
の
捜
査
で
自
身
の
近
親

者
が
捜
査
対
象
と
な
っ
た
こ

と
に
強
い
不
満
を
表
明
し
、

現
政
権
へ
の
干
渉
行
為
と
の

見
方
ま
で
示
し
て
い
る
。 

反民主主義行動に対し一斉捜査
（１） ２０２０年第５５０８号  ６月 １７日 （水曜日）

　

伯
国
の
２
０
／

２
１
年
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長

率
は
１
９
２
カ
国
中

１
７
１
番
目
の
マ
イ

ナ
ス
１
・
６
３
％
で
、

南
米
で
は
マ
イ
ナ
ス

１
０
・
１
４
％
と
予

想
さ
れ
る
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
次
ぐ
悪
い
数
字

だ
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
伯
国

金
融
機
関
の
見
通
し

は
世
銀
な
ど
よ
り
楽

観
的
で
、
次
回
発
表

の
数
字
は
よ
り
悲
観

的
な
る
可
能
性
が
あ

る
。 

　

０
８
年
の
世
界

的
な
金
融
危
機
の
時

関
し
て
は
、
大
統
領
の
息
子

た
ち
や
極
右
思
想
家
オ
ラ
ー

ヴ
ォ
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ

氏
の
支
持
者
た
ち
が
、
大
統

領
に
対
し
、
解
任
を
思
い
と

ど
ま
る
よ
う
懇
願
し
て
い
る

と
い
う
。



　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）
の
第だ

い

６
２
２
回か

い

理り

事じ

会か
い

が
１
１
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
使つ

か
っ
た
初は

じ

め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会か

い

議ぎ

と
し
て
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

主し
ゅ

要よ
う

日に
っ

系け
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
７
３
人に

ん

（
最さ

い

大だ
い

時じ

）
が

参さ
ん

加か

す
る
形か

た
ちで
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
る
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くが
始は

じ

ま
っ
て
か
ら
３
カ
月げ

つ

弱じ
ゃ
く、
よ
う
や
く
全ぜ

ん

伯ぱ
く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
主し

ゅ

要よ
う

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
うが
顔か

お

を
合あ

わ
せ
る
会か

い

議ぎ

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、「
活か

つ

動ど
う

停て
い

止し

、
イ
ベ
ン
ト
延え

ん

期き

で
運う

ん

営え
い

資し

金き
ん

が
枯こ

渇か
つ

し
、
財ざ

い

政せ
い

難な
ん

に
」
と
異い

口く

同ど
う

音お
ん

に
訴う

っ
たえ
る
声こ

え

が
３
時じ

間か
ん

に
わ
た
っ
て
延え

ん

々え
ん

と
出だ

さ
れ
た
。

初
はつ

のオンライン全
ぜん

伯
ぱく

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

文
ぶん

協
きょう

（２）２０２０年 第５５０８号	 ６月	１７日	（水曜日）

法
ほう

要
よう

動
どう

画
が

告
こく

知
ち

フライヤー

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

偲し
の

ぶ

移い

民み
ん

１
１
２
年ね

ん

記き

念ね
ん

追つ
い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

ー
ン
を
始は

じ

め
た
件け

ん

が
報ほ

う

告こ
く

さ

れ
た
。

　

ま
た
文ぶ

ん

協き
ょ
うが
主し

ゅ

催さ
い

し
て
、

２
０
日か

２
０
時じ

か
ら
「
国こ

く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ
ー
」
を
祝い

わ

う
た
め
の

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

上じ
ょ
うで
生な

ま

中ち
ゅ
う

継け
い

す
る
件け

ん

も
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。

　

ま
ず
西せ

い

部ぶ

ア
マ
ゾ
ン
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

（
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
うマ
ナ

ウ
ス
市し

）か
ら
錦

に
し
き

戸ど

健け
ん

会か
い

長ち
ょ
うが

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
２
年ね

ん

を
記き

念ね
ん

し
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

会か
い

長ち
ょ
う）、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
と
ブ
ラ
ジ
ル
仏ぶ

っ

教
き
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
梶か

じ

原わ
ら

マ
リ
オ
俊

し
ゅ
ん

栄え
い

会か
い

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

の
「
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

開か
い

拓た
く

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

」
が
、
１
８
日に

ち

（
木も

く

）

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
上じ

ょ
う
で
動ど

う

画が

公こ
う

開か
い

さ
れ
る
事こ

と

が
決き

ま
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
り
多お

お

く
の
イ

ベ
ン
ト
が
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
っ
て
い
る

が
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

を
大た

い

切せ
つ

に
し
た
い
」
と
い
う
多お

お

く
の
声こ

え

が
上あ

が
っ
て
お
り
「
何な

に

か
で
き

な
い
か
」
と
山や

ま

下し
た

文ぶ
ん

協き
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うや
市い

ち

川か
わ

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
うを
は
じ

め
と
す
る
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

が
会か

い

議ぎ

を

重か
さ

ね
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

動ど
う

画が

配は
い

信し
ん

に
至い

た

っ
た
と
い
う
。

各か
く

団だ
ん

体た
い

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募つ
の

り
、
動ど

う

画が

に
収お

さ

め
ら
れ
る

予よ

定て
い

。

　

例れ
い

年ね
ん

、
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
県け

ん

連れ
ん

と
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

が
合ご

う

同ど
う

開か
い

催さ
い

す
る

法ほ
う

要よ
う

式し
き

は
、
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ

公こ
う

園え
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

開か
い

拓た
く

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

と
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
大だ

い

講こ
う

堂ど
う

で
行お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
な
る
１
８

年ね
ん

に
は
１
千せ

ん

人に
ん

が
大だ

い

講こ
う

堂ど
う

に

訪お
と
ずれ
満ま

ん

員い
ん

と
な
っ
て
い
た
。

　

仏ぶ
つ

連れ
ん

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

は
「
先せ

ん

人じ
ん

た

ち
に
思お

も

い
を
は
せ
て
い
た
だ
く

日ひ

び々

を
迎む

か

え
る
事こ

と

が
出で

来き

る

よ
う
心

こ
こ
ろ

静し
ず

か
に
ご
覧ら

ん

い
た
だ

け
れ
ば
幸さ

い
わい
で
す
」
と
視し

聴
ち
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　
【
オ
ン
ラ
イ
ン
追つ

い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

に
つ
い
て
は
】h

ttp
s://

w
w
w
.b
u
n
k
y
o
.o
rg
.

大た
い

半は
ん

が
停て

い

止し

、
資し

金き
ん

難な
ん

に
直ち

ょ
く

面め
ん

「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

の
た
め
に
も
動う

ご

い
て
」

「
当と

う

会か
い

は
コ
ロ
ナ
で
全す

べ

て
の
活か

つ

動ど
う

を
停て

い

止し

し
た
。
次つ

ぎ

の
土ど

曜よ
う

日び

に
会か

い

議ぎ

を
開ひ

ら

い
て
今こ

ん

後ご

を

話は
な

し
合あ

う
。
こ
う
し
て
全ぜ

ん

伯ぱ
く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
一い

ち

堂ど
う

に
会か

い

し
て

話は
な

し
合あ

う
の
は
意い

義ぎ

が
あ
る
」

と
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　

南
み
な
み

日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
うポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ

市し

）
の
谷た

に

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
うは
「
活か

つ

動ど
う

は
停て

い

止し

し
た
が
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを

続つ
づ

け
て
い
る
。
ヤ
キ
ソ
バ
宅た

く

配は
い

事じ

業ぎ
ょ
うを
始は

じ

め
、
資し

金き
ん

の
足た

し
に
し
て
い
る
。
若わ

か

者も
の

に
活か

つ

動ど
う

の
バ
ト
ン
を
渡わ

た

す
べ
く
工く

夫ふ
う

し
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

と
も
日に

っ

系け
い

非ひ

日に
っ

系け
い

を
問と

わ
ず
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
広ひ

ろ

め
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
れ
ば
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
うに
尽じ

ん

力り
ょ
くす
る

気き

持も

ち
は
変か

わ
ら
な
い
」
と

熱あ
つ

く
語か

た
っ
た
。

　

汎は
ん

ソ
ロ
カ
バ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

連れ
ん

合ご
う

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

（
聖せ

い

州し
ゅ
うプ
レ
ジ
デ

ン
テ
・
プ
ル
デ
ン
テ
市し

）
の

纐こ
う

纈け
つ

俊と
し

夫お

会か
い

長ち
ょ
うは
「
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

停て
い

止し

。
た
だ
し
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くデ
リ
バ
リ
ー
で
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
補ほ

て
ん
し
て
い
る
。
今こ

年と
し

は
ア

ル
ヴ
ァ
レ
ス
・
マ
ッ
シ
ャ
ー
ド

招し
ょ
う

魂こ
ん

祭さ
い

が
記き

念ね
ん

す
べ
き
第だ

い

１
０
０
回か

い

を
迎む

か

え
る
の
に
、

残ざ
ん

念ね
ん

な
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ん

と
か
オ
ン
ラ
イ
ン
開か

い

催さ
い

の
道み

ち

を
探さ

ぐ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
全ぜ

ん

伯ぱ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うが
顔か

お

を
合あ

わ
せ
る
の

は
素す

晴ば

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
」

と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

汎は
ん

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

（
パ
ラ
ー
州し

ゅ
う
ベ
レ
ン
市し

）
の
生い

く

田た

勇ゆ
う

次じ

会か
い

長ち
ょ
うも
「
こ
う
し
て

顔か
お

を
合あ

わ
せ
る
の
は
良よ

い
試

こ
こ
ろ

み
だ
。
こ
の
機き

会か
い

に
昨さ

く

年ね
ん

ア

マ
ゾ
ン
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
頂い

た
だ
い
た

連れ
ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

政せ
い

府ふ

に
物ぶ

っ

資し

協き
ょ
う

力り
ょ
く

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

で
一い

ち

丸が
ん

に

日
にっ

本
ぽん

国
こく

大
たい

使
し

館
かん

オンライン全
ぜん

伯
ぱく

会
かい

議
ぎ

の参
さん

加
か

者
しゃ

う
声こ

え

、
さ
ら
に
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うが
好こ

う

評ひ
ょ
うで
、『
コ
ロ

ナ
後ご

も
続つ

づ

け
て
ほ
し
い
』
と

い
う
声こ

え

ま
で
出で

て
い
る
」
と
の

報ほ
う

告こ
く

も
。
い
き
な
り
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
自じ

宅た
く

か
ら
始は

じ

め
て
ほ
し
い
」
と
言い

わ
れ
た

教き
ょ
う

師し

も
、
さ
ぞ
か
し
大た

い

変へ
ん

だ

っ
た
だ
ろ
う
。
高こ

う

齢れ
い

の
教

き
ょ
う

師し

ほ
ど
対た

い

応お
う

が
難む

ず
か
し
か
っ
た
だ

ろ
う
と
推す

い

察さ
つ

す
る
。
デ
ジ
タ

ル
化か

を
一い

っ

気き

に
後あ

と

押お

し
す
る
コ

ロ
ナ
禍か

は
、
い
ろ
い
ろ
な
試し

練れ
ん

を
コ
ロ
ニ
ア
に
与あ

た

え
て
い
る

よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

毎ま
い

年と
し

「
移い

民み
ん

の
日ひ

」
に
あ

わ
せ
、
先せ

ん

人じ
ん
へ
の
祈い

の

り
を
し
め

や
か
に
捧さ

さ

げ
る
法ほ

う

要よ
う

式し
き

。
昨さ

く

年ね
ん

１
９
年ね

ん

は
平へ

い

日じ
つ

と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
１
５
０
人に

ん

と
少す

く

な
目め

の
参さ

ん

加か

だ
っ
た
。
今こ

年と
し

は
コ
ロ
ナ
禍か

の
た
め
に
、
人ひ

と

が

実じ
っ

際さ
い

に
集あ

つ

ま
っ
て
開か

い

催さ
い

す
る
こ

と
は
出で

来き

な
い
。
だ
が
オ
ン

ラ
イ
ン
開か

い

催さ
い

と
い
う
性せ

い

質し
つ

上じ
ょ
う、

自じ

宅た
く

か
ら
で
も
視し

聴ち
ょ
う・
参さ

ん

加か

で
き
る
の
で
、
む
し
ろ
サ
ン
パ

ウ
ロ
市し

か
ら
遠と

お

く
に
住す

ん
で
い

る
人ひ

と

や
時じ

間か
ん

が
取と

れ
な
い
人ひ

と

に
対た

い

し
て
も
ハ
ー
ド
ル
は
下さ

が

る
。
コ
ロ
ナ
禍か

を
逆さ

か

手て

に
と
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配は

い

信し
ん

を
更さ

ら

な
る
法ほ

う

要よ
う

活か
っ

性せ
い

化か

へ
の
足あ

し

が

か
り
に
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ク
ア
レ
ン
テ
ナ
が
段だ

ん

階か
い

的て
き

に
解か

い

除じ
ょ

と
な
り
、
限か

ぎ

ら
れ
た

時じ

間か
ん

な
が
ら
も
様さ

ま

々ざ
ま

な
店み

せ

が

営え
い

業ぎ
ょ
うを
再さ

い

開か
い

し
だ
し
た
。
先せ

ん

日じ
つ

の
土ど

曜よ
う

に
は
メ
ト
ロ
の
サ
ウ

ー
ジ
駅え

き

近ち
か

く
を
車く

る
まで
通と

お
っ
た
と

こ
ろ
、
店て

ん

内な
い

が
混こ

ん

雑ざ
つ

し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
か
、
出で

入い

り
口ぐ

ち

で
の
手て

消し
ょ
う

毒ど
く

の
た
め
か
、

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
客き

ゃ
くの
列れ

つ

が
出で

来き

て
お
り
、
隣と

な
り
の
店て

ん

舗ぽ

前ま
え

に

ま
で
伸の

び
て
い
た
。
ク
ア
レ
ン

テ
ナ
解か

い

除じ
ょ

で
や
や
生せ

い

活か
つ

の
不ふ

便べ
ん

さ
も
解か

い

消し
ょ
うさ
れ
る
が
、
場ば

所し
ょ

に
よ
っ
て
は
人ひ

と

も
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うす
る

の
で
、
こ
う
い
っ
た
と
き
こ
そ

注ち
ゅ
う

意い

が
必ひ

つ

要よ
う

の
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

が
毎ま

い

年と
し

こ
の

時じ

期き

に
発は

っ

行こ
う

し
て
い
る
「
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

集
し
ゅ
う

号ご
う

」
は
、
今こ

年と
し

は
特と

く

別べ
つ

に
９

月が
つ

に
延え

ん

期き

す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍か

の
た
め
に
特と

く

協き
ょ
う

力り
ょ
くに
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
。
コ
ロ

ナ
に
打う

ち
勝か

つ
た
め
に
各か

く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
連れ

ん

帯た
い

、
慈じ

愛あ
い

、
隣り

ん

人じ
ん

愛あ
い

の
精せ

い

神し
ん

を
発は

っ

揮き

す
べ
き

時と
き

。
い
ず
れ
過す

ぎ
る
。
楽ら

っ

観か
ん

し
て
向む

き
あ
い
ま
し
ょ
う
」
と

の
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
を
呼よ

び
か
け
た
。

　
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州

し
ゅ
う

代だ
い

表
ひ
ょ
う

に
続つ

づ

い
て
南み

な
みマ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

ソ
州し

ゅ
う
の
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
ン
デ

日に
っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
安あ

慶げ

名な

ネ
ル
ソ
ン
・
タ
モ
ツ
会か

い

長ち
ょ
うは

「
今こ

年と
し

入に
ゅ
う

植し
ょ
く１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

　

水み
ず

本も
と

セ
ル
ソ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
司し

会か
い

を
務つ

と

め
、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

の
挨あ

い

拶さ
つ

に
続つ

づ

い
て
奥お

く

原は
ら

ジ
ョ
ー
ジ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

危き

機き

管か
ん

理り

委い

員い
ん

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

し

て
会か

い

長ち
ょ
う

及お
よ

び
７
人に

ん

の
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うら
が
毎ま

い

週し
ゅ
うビ
デ
オ
会か

い

議ぎ

を

行お
こ
ない
、
会か

い

員い
ん

特と
く

典て
ん

制せ
い

度ど

「
文ぶ

ん

協き
ょ
うプ
レ
ミ
ア
ム
」
を
４
月が

つ

か

ら
開か

い

始し

し
、
５
月が

つ

に
は
初は

じ

め

て
オ
ン
ラ
イ
ン
文ぶ

ん

協き
ょ
う

文ぶ
ん

化か

祭ま
つ

り
を
開か

い

催さ
い

し
て
３
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うか
ら
視し

聴ち
ょ
うさ
れ
以い

前ぜ
ん

と
は

違ち
が

う
客

き
ゃ
く

層そ
う

を
惹ひ

き
つ
け
た
件け

ん

、

「
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

」

と
「
日に

本ほ
ん

館か
ん

」
の
維い

持じ

管か
ん

理り

が
危き

機き

的て
き

に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
ア
ミ
ー
ゴ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
題だ

い

し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
支し

援え
ん

キ
ャ
ン
ペ

別べ
つ

号ご
う

を
出だ

し
て
祝い

わ

う
雰ふ

ん

囲い

気き

で
は
な
い
た
め
だ
。
９
月が

つ

頃ご
ろ

に
は
だ
い
ぶ
落お

ち
着つ

い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
予よ

想そ
う

に

基も
と

づ
き
、
延え

ん

期き

さ
れ
た
。
例れ

い

年ね
ん

、
主し

ゅ

要よ
う

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
うに
挨あ

い

拶さ
つ

文ぶ
ん

を
お
願ね

が

い
し
た
り
、
広こ

う

告こ
く

の
出

し
ゅ
っ

稿こ
う

を
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

や
企き

業ぎ
ょ
うに
お
願ね

が

い
し
て
い
る

が
、
今こ

年と
し

は
８
月が

つ

頃こ
ろ

に
改あ

ら
た
め

て
お
願ね

が

い
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
時と

き

に
は
、
コ
ロ
ナ

禍か

か
ら
の
回か

い

復ふ
く

を
祝い

わ

う
意い

味み

で
も
、
ぜ
ひ
盛せ

い

大だ
い

に
特と

く

集し
ゅ
う

号ご
う

を
出だ

し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

記き

念ね
ん

イ
ベ
ン
ト
を
８
月が

つ

１
８

日に
ち

に
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ
な
う
よ
う
に
去き

ょ

年ね
ん

か
ら
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
た
。
で

も
難む

ず
かし
い
。
全す

べ

て
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
。
ど
う
運う

ん

営え
い

資し

金き
ん

を
集あ

つ

め
て
活か

つ

動ど
う

再さ
い

開か
い

、
存そ

ん

続ぞ
く

さ
せ

る
か
に
頭あ

た
ま
を
悩な

や

ま
せ
て
い
る
」

と
苦く

悩の
う

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
み
せ
た
。

　

バ
イ
ー
ア
州し

ゅ
う、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
、
ミ
ナ
ス
州

し
ゅ
う

代だ
い

表ひ
ょ
うに
続つ

づ

い

て
、
パ
ラ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
リ
ー
ガ
・
ア
リ
ア
ン
サ
）

の
岩い

わ

倉く
ら

フ
ァ
ビ
オ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うは
、

今こ

年と
し

が
同ど

う

州し
ゅ
うと
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

と
の

姉し

妹ま
い

友ゆ
う

好こ
う

提て
い

携け
い

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の

節ふ
し

目め

だ
が
難む

ず
かし
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
触ふ

れ
、「
傘さ

ん

下か

５
９
団だ

ん

体た
い

が
９
０
日に

ち

間か
ん

活か
つ

動ど
う

を
停て

い

止し

し
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
な
く
な
っ
て
困こ

ま
っ

て
い
る
。
だ
が
今い

ま

の
所

と
こ
ろ

経け
い

費ひ

は
払は

ら

え
て
い
る
。
我わ

れ

々わ
れ

の
最さ

い

大だ
い

の
問も

ん

題だ
い

は
財ざ

い

政せ
い

面め
ん

で
な
く
、

い
か
に
若わ

か

者も
の

に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

継け
い

承し
ょ
うす
る
か
だ
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
約や

く

３
０
の
連れ

ん

　

オ
ン
ラ
イ
ン
全ぜ

ん

伯ぱ
く

会か
い

議ぎ

を

取し
ゅ

材ざ
い

し
て
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

か
っ
た
の

は
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
関か

ん

す
る

報ほ
う

告こ
く

だ
。「
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
中

ち
ゅ
う

止し

し
て

い
る
」
と
こ
ろ
か
ら
、「
今い

ま

ま

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うな
ど
誰だ

れ

も
や
っ
て
こ
と
が
な
か
っ
た
。

手て

探さ
ぐ

り
で
始は

じ

め
て
、
あ
ま
り

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」
と
い

合ご
う

会か
い

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
報ほ

う

告こ
く

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会か

い

議ぎ

開か
い

催さ
い

に
対た

い

し
て
賞

し
ょ
う

讃さ
ん

す
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、

「
文ぶ

ん

協き
ょ
うは
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
る
だ
け
で
な

く
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

の
た
め

に
も
っ
と
動う

ご

い
て
欲ほ

し
い
」
と

い
う
声こ

え

も
出で

て
い
た
。

　

石い
し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
皆み

な

さ
ん
の

声こ
え

を
し
っ
か
り
と
聞き

か
せ
て
も

ら
っ
た
。
若わ

か

者も
の

を
活か

つ

動ど
う

に
い
か

に
取と

り
組く

む
か
な
ど
、
コ
ロ

ナ
後ご

に
は
以い

前ぜ
ん

よ
り
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

　

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

大た
い

使し

館か
ん

は
９
日か

、
連れ

ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

政せ
い

府ふ

（
Ｇ
Ｄ
Ｆ
）
の
主し

ゅ

導ど
う

で
実じ

っ

施し

さ

れ
て
い
る
「
Ｇ
Ｄ
Ｆ
・
大た

い

使し

館か
ん

一い
ち

丸が
ん

と
な
ろ
う
対た

い

Ｃ
ｏ
ｖ

ｉ
ｄ
―
１
９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くす
る
た
め
、
ア
ル
コ

ー
ル
ジ
ェ
ル
２
４
０
本ほ

ん

、
食

し
ょ
っ

器き

用よ
う

洗せ
ん

剤ざ
い

１
９
２
本ほ

ん

、
洗せ

ん

濯た
く

用よ
う

液え
き

体た
い

洗せ
ん

剤ざ
い

４
８
本ほ

ん

、
マ
ス

ク
２
５
０
枚ま

い

を
Ｇ
Ｄ
Ｆ
へ
寄き

付ふ

し
た
。

　

物ぶ
っ

資し

の
受う

け
渡わ

た

し
に
立た

ち

会あ

っ
た
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル

大た
い

使し

は
、「
多お

お

く
の
人ひ

と

が
困こ

ま

っ

て
い
る
今い

ま

、
Ｇ
Ｄ
Ｆ
と
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

で
き
て
う
れ
し
い
。
全す

べ

て
の
人ひ

と

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くす
れ
ば
き
っ
と
こ
の
危き

機き

を
克こ

く

服ふ
く

で
き
る
で
し
ょ
う
」

と
述の

べ
る
と
共と

も

に
、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
首し

ゅ

都と

移い

転て
ん

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

い
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
克こ

く

服ふ
く

後ご

に
、
き
っ
と
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
の
希き

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

　

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

大た
い

使し

館か
ん

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
対た

い

し
、
ヘ
ナ
ッ
タ
・

ズ
キ
ン
Ｇ
Ｄ
Ｆ
国こ

く

際さ
い

課か

長ち
ょ
うは
、

「
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

は
常つ

ね

に
Ｇ

Ｄ
Ｆ
や
管か

ん

区く

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

に
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

的て
き

で
良よ

い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

と
と
も
に
良

り
ょ
う

好こ
う

な
関か

ん

係け
い

を
示し

め

し
た
。

　

同ど
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
５
月が

つ

２
０
日か

か
ら
開か

い

始し

さ
れ
た
、

連れ
ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

内な
い

の
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

へ

食し
ょ
く

料り
ょ
うや
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

予よ

防ぼ
う

の
た
め
の
物ぶ

っ

資し

支し

援え
ん

を
行お

こ
な
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
大た

い

使し

館か
ん

や
館か

ん

員い
ん

個こ

人じ
ん

か

ら
寄き

付ふ

金き
ん

を
集あ

つ

め
て
支し

援え
ん

物ぶ
っ

資し

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
と
い
う
。

活か
つ

動ど
う

で
き
る
よ
う
対た

い

策さ
く

を
練ね

り
、
今こ

ん

後ご

の
運う

ん

営え
い

に
活い

か
し

た
い
」と
語か

た
っ
て
締し

め
く
く
り
、

山や
ま

下し
た

譲じ
ょ
う

二じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが
「
コ
ロ

ナ
危き

機き

が
若わ

か

者も
の

へ
の
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

を
後あ

と

押お

し
し
て
く
れ
て
い

る
と
感か

ん

じ
る
。
多お

お

く
の
有ゆ

う

益え
き

な
提て

い

案あ
ん

を
頂い

た
だい
た
」
と
閉へ

い

会か
い

の
言こ

と

葉ば

を
の
べ
て
閉へ

い

幕ま
く

し
た
。

山
やま

田
だ

彰
あきら

在
ざい

ブラジル大
たい

使
し

とヘナッタ・ズキン直
ちょっ

轄
かつ

区
く

政
せい

府
ふ

国
こく

際
さい

課
か

長
ちょう
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同ど
う

大た
い

使し

館か
ん

は
広こ

う

報ほ
う

を
通と

お

し

て
「
連れ

ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

政せ
い

府ふ

を
は

じ
め
と
す
る
関か

ん

係け
い

機き

関か
ん

と
の

連れ
ん

帯た
い

を
深ふ

か

め
つ
つ
、
で
き
る
限か

ぎ

り
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
行

お
こ
な

っ
て
参ま

い

り

ま
す
」
と
述の

べ
て
い
る
。

b
r/1
1
2
-a
n
o
s-d
a
-

im
ig
racao

-jap
o
n
e -

sa-2
0
2
0
/

　
【
動ど

う

画が

公こ
う

開か
い

先さ
き

（
文ぶ

ん

協き
ょ
うチ
ャ

ン
ネ
ル
）】h

ttp
s://you

-
tu.be/R

C
g-T
EC
adU
Q

と
と
も

に
、
現げ

ん

在ざ
い

の
コ

ロ
ナ
禍か

か
ら
一い

ち

日に
ち

で
も

早は
や

く
元も

と

の
生せ

い

活か
つ

に
戻も

ど

れ

る
よ
う
、

そ
し
て
、

更さ
ら

に
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た



効
果
的
な
救
済
策
な
く
不
確
定

の
計
測
に
当
た
っ
て
、
租
税

を
除
い
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
付
加
価

値
）
と
、
就
労
時
間
を
考
慮

し
た
。
第
１
四
半
期
の
付
加

価
値
は
、
前
年
同
期
比
０
・

２
％
減
だ
っ
た
。
ま
た
、
就

労
時
間
も
前
年
同
期
比
０
・

８
％
増
で
、
増
加
の
勢
い
が

衰
え
た
。

　

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ヴ
ェ

ロ
ー
ゾ
氏
と
パ
ウ
ロ
・
ペ
ル

シ
ェ
ッ
チ
氏
と
共
同
で
今
回

の
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た

Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
の
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・

マ
ッ
ト
ス
氏
は
、「
経
済
活

動
の
鈍
化
と
労
働
市
場
の
不

活
性
化
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
関

係
し
て
お
り
、
経
済
の
動
向

に
対
す
る
先
行
き
の
不
透
明

感
を
異
常
な
形
で
高
め
て
い

る
」
と
話
す
。

　

発
表
さ
れ
た
５
月
と
６
月
の
経
済
速
報
な
ど
か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
関
連
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
最
悪
期
は
４
月
だ
っ
た
」
と
、
国

内
大
手
３
銀
行
の
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
が
受
け
止
め
て
い
る
。
た
だ
、
今

後
の
予
測
が
困
難
な
部
分
に
つ
い
て
、
国
内
で
感
染
が
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の

か
、
と
い
っ
た
部
分
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

め
の
「
特
効
薬
は
な
い
」
と

ア
ナ
・
パ
ウ
ラ
氏
は
指
摘
。

そ
の
上
で
、「
歳
出
に
上
限

を
設
け
る
こ
と
と
、
信
頼
で

き
る
複
合
的
な
措
置
が
重
要

だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
メ
ス
キ
ッ
タ

氏
も
「
近
道
ど
こ
ろ
か
容
易

な
方
法
も
な
い
。
外
貨
準
備

高
で
も
な
け
れ
ば
、
中
央

銀
行
に
よ
る
現
金
化
で
も
な

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

オ
ノ
ラ
ッ
ト
氏
は
、
税
制

や（
下
水
な
ど
の
）基
礎
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
、
行
政
機
構
な

ど
に
お
け
る
不
平
等
を
調
整

す
る
た
め
に
、
現
在
の
状
況

を「
積
極
的
に
利
用
す
べ
き
」

だ
ろ
う
と
の
見
方
も
示
し

た
。「
も
し
、
我
が
国
が
そ

「
想
定
よ
り
も
傷
は
浅
い
」
と
の
声
も

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
労
働
生
産

性
の
損
失
を
長
期
化
か
つ
深

刻
化
さ
せ
る
。
労
働
生
産
性

は
、
２
０
１
９
年
第
４
四
半

期
に
も
、
前
年
同
期
比
０
・

６
％
減
を
記
録
し
て
い
た
。

労
働
生
産
性
が
最
後
に
向
上

し
た
の
は
、
２
０
１
８
年
第

４
四
半
期
の
前
年
同
期
比

０
・３
％
増
だ
。

　

Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
は
労
働
生
産
性

　

ゼ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス

財
団
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
研
究
所

（
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
に

よ
る
と
、
社
会
的
隔
離
政
策

に
よ
っ
て
経
済
活
動
に
制

限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

２
０
２
０
年
第
１
四
半
期

（
１
〜
３
月
期
）
の
労
働
生

産
性
が
昨
年
同
期
比
で
１
％

下
落
し
た
。

　

第
１
四
半
期
の
落
ち
込
み

サ
ー
ビ
ス
業
は
６
年
連
続
で
減
少

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
発
表
し
た
４
月

の
月
例
工
業
物
理
生
産
量
調

査
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
ー
Ｐ
Ｆ
）
を
引

き
合
い
に
出
し
て
説
明
し

た
。

　

ま
た
、
オ
ノ
ラ
ッ
ト
氏
に

よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
対
す
る
効
果
的
な
救
済

策
が
な
い
こ
と
が
、
消
費
者

の
行
動
に
不
確
実
性
を
生
じ

さ
せ
る
別
の
要
因
に
な
っ
て

シルヴィア・マットス氏

ア
ナ
・
パ
ウ
ラ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ヴ
ィ
氏

今
後
の
鍵
を
握
る
政
府
支
出

間
の
貿
易
が
縮
小
し
て
い

る
。
全
国
工
業
連
合
会
（
Ｃ

Ｎ
Ｉ
）
が
実
施
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
２
０
１
９
年
３
月

か
ら
２
０
２
０
年
２
月
に
か

け
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
メ
キ
シ

コ
か
ら
輸
入
し
た
自
動
車
及

び
自
動
車
部
品
は
そ
の
前
の

　

サ
ン
タ
ン
デ
ル
銀
行
の

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ア

ナ
・
パ
ウ
ラ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ヴ
ィ

氏
は
、「
４
月
が
井
戸
の
底

で
、
そ
れ
も
き
わ
め
て
深
い

底
だ
っ
た
。
今
は
、
感
染
の

拡
大
と
経
済
に
対
す
る
影
響

の
間
で
ど
う
評
価
を
下
す
の

か
、
難
し
い
状
況
だ
」
と
話

す
。
ア
ナ
・
パ
ウ
ラ
氏
は
５

月
８
日
、
ブ
ラ
デ
ス
コ
銀

行
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
オ
ノ

ラ
ッ
ト
氏
と
イ
タ
ウ
・
ウ
ニ

バ
ン
コ
銀
行
の
マ
リ
オ
・
メ

ス
キ
ッ
タ
氏
、
教
育
調
査
研

究
所
（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
）
が

２
０
年
第
１
四
半
期
に
１
％
下
落

状
況
は
好
転
し
た
も
の
の
、

引
き
続
き
、
休
業
す
る
メ
ー

カ
ー
の
比
重
は
高
い
水
準
に

あ
る
。
調
査
結
果
を
受
け
、

ゼ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財

団
伯
国
経
済
研
究
所
（
Ｉ
ｂ

ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
は
、
工
業

部
門
の
回
復
ペ
ー
ス
が
非
常

に
緩
や
か
で
、
懸
念
す
べ
き

状
況
だ
と
指
摘
し
た
。

「最悪期は４月」と大手銀行コ ロ ナ
ウイルス

（３） ２０２０年第５５０８号  ６月 １７日 （水曜日）

　

信
用
情
報
会
社
の
ボ
ア
・

ヴ
ィ
ス
タ
に
よ
る
と
、
民
事

再
生
の
申
請
が
２
０
２
０
年

５
月
に
前
月
比
６
８
・
６
％

増
加
し
た
の
に
加
え
、
破
産

請
求
も
前
月
比
３
０
％
増
加

し
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
結
び
つ
け
る
の

は
時
期
尚
早
で
あ
る
が
、
負

債
の
再
交
渉
に
関
与
す
る
専

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ

の
販
売
下
落
幅
縮
小

前
年
同
期
比
１
・
４
％
減
を

記
録
し
た
。
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
に
よ

る
と
、
２
４
四
半
期
連
続
、

す
な
わ
ち
、
６
年
間
に
わ
た

り
、
止
ま
る
こ
と
な
く
労

働
生
産
性
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働
生

産
性
の
悪
化
は
、
輸
送
業
界

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
第

１
四
半
期
に
、
前
年
同
期
比

４
・
５
％
減
を
記
録
し
た
。

食
肉
大
手
が
違
法
肉
牛
購
入

Ｃ
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
が
問
題
に

比
で
１
・
２
％
減
を
記
録
し

て
お
り
、
３
・
３
％
減
を
記

録
し
た
２
０
１
５
年
第
４
四

半
期
以
来
の
大
き
な
落
ち
込

み
と
な
っ
た
。
悪
化
が
目
立

つ
の
は
製
造
業
で
、
前
年
同

期
比
２
・
５
％
減
と
な
っ
た
。

建
設
業
は
前
年
同
期
比
０
・

２
％
増
と
、や
や
改
善
し
た
。

　

他
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
労

働
生
産
性
は
第
１
四
半
期
に

民
事
再
生
と
破
産
の
申
請
が
増
加

「
記
録
的
な
数
字
に
な
る
」
と
専
門
家

労働生産性

い
る
と
い
う
。
ま
た
、
メ
ス

キ
ッ
タ
氏
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
抑
制
が
大
き
な
不
確
実

要
素
だ
。
そ
こ
に
確
信
が
持

て
な
い
以
上
、
経
済
が
力
強

く
回
復
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
」
と
い
う
。

　

経
済
再
開
に
向
け
た
も
う

ひ
と
つ
の
決
定
的
要
因
は
、

財
政
分
野
に
関
す
る
政
府
関

係
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
だ

と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
ブ

ラ
ジ
ル
は
基
礎
的
財
政
収
支

の
赤
字
が
数
年
来
続
い
た
だ

け
で
な
く
、
２
０
２
１
年
に

は
政
府
総
債
務
残
高
が
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
１
０
０
％
近
く
に
ま

で
な
る
と
見
ら
れ
る
中
で
、

政
府
が
歳
出
を
拡
大
せ
ざ
る

を
得
な
い
た
め
だ
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
が
４
日
、

Ｊ
Ｂ
Ｓ
と
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・

フ
ー
ズ
、
マ
ル
フ
リ
ギ
が

２
０
１
８
年
か
ら
、
ア
マ
ゾ

ン
熱
帯
雨
林
の
違
法
な
伐
採

に
関
連
し
て
い
る
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
の
農
場
か
ら
多

数
の
肉
牛
を
購
入
し
て
い
る

と
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ブ

ラ
ジ
ル
の
レ
ポ
ー
ト
を
基
に

報
じ
た
。

　

名
指
し
さ
れ
た
３
社
の
購

入
先
は
、
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

ソ
州
ノ
ヴ
ァ
・
ラ
セ
ル
ダ
の

バ
ー
ラ
・
マ
ン
サ
農
場
だ
。

こ
の
農
場
は
、
違
法
に
伐
採

さ
れ
た
州
立
公
園
内
に
位
置

し
、
非
合
法
な
経
営
状
態
に

あ
る
パ
レ
ド
ン
農
場
か
ら
少

な
く
と
も
４
千
頭
の
肉
牛
を

調
達
し
て
い
た
。
こ
の
二
つ

の
農
場
は
、
同
一
の
所
有
者

が
共
有
し
て
い
る
。

　

環
境
法
か
ら
見
て
違
法
状

態
の
農
場
か
ら
合
法
状
態
の

農
場
に
牛
を
移
動
さ
せ
、
合

法
な
土
地
で
飼
育
さ
れ
た
肉

牛
と
し
て
販
売
す
る
手
法

　

月
次
調
査
か
ら
様
々
な

デ
ー
タ
を
収
集
し
て
分
析
し

た
結
果
、
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
は
、
５

月
の
回
復
状
況
に
つ
い
て
業

界
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

製
造
業
全
体
で
見
る
と
、

５
月
の
場
合
、
生
産
活
動

を
全
面
的
に
停
止
し
た
企

業
は
９
・
５
％
で
、
４
月
の

１
４
・
４
％
を
下
回
っ
た
。

だ
が
、こ
の
５
月
の
水
準
は
、

例
年
の
水
準
の
１
・
８
％
を

大
幅
に
上
回
る
。

　

他
方
、
自
動
車
産
業
と
金

１
２
カ
月
間
と
比
較
し
て

２
７
％
減
少
し
た
。
輸
出

は
同
じ
期
間
に
５
％
拡
大
し

た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｉ
の
カ
ル
ロ
ス
・
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ア
ビ
ジ
ャ
オ

デ
ィ
産
業
開
発
担
当
理
事

は
、「
自
動
車
業
界
の
自
由

貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
二

　

２
０
１
９
年
３
月
に
、
自

動
車
分
野
で
ブ
ラ
ジ
ル
が

メ
キ
シ
コ
と
自
由
貿
易
協

定
を
締
結
し
た
後
、
二
国

　

Ｉ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
第
１
四
半
期

（
１
〜
３
月
期
）
に
ブ
ラ
ジ

ル
国
内
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

Ｐ
Ｃ
の
販
売
台
数
が
、
前

年
同
期
比
３
％
減
と
な
る

６
７
万
４
千
台
強
を
記
録
し

た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
市
場

は
１
０
％
減
を
予
想
し
て
い

た
こ
と
で
、
落
ち
込
み
は

む
し
ろ
、
緩
や
か
な
も
の
に

な
っ
た
と
い
え
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ
の
販

売
は
２
０
１
０
年
か
ら
急
激

に
増
加
し
た
が
、
過
去
数
年

間
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
に
伴
っ
て
減
少
傾
向
に

あ
る
。
Ｉ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
と
、

年
明
け
の
学
校
再
開
と
そ
の

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
販
売
を

後
押
し
し
た
と
い
う
。

　

１
〜
３
月
期
に
メ
ー

カ
ー
が
販
売
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ
の
う
ち
、

６
２
万
４
５
１
２
台
が
小

売
店
向
け
で
４
・
７
％
減
、

４
万
９
６
５
１
台
が
法
人
向

け
で
２
５
・
７
％
増
だ
っ
た
。

売
上
は
４
億
４
４
０
０
万
レ

ア
ル
で
、
前
年
同
期
比
１
・

１
％
増
。
平
均
単
価
は
４
・

１
％
増
の
６
５
９
・
１
３
レ

ア
ル
。
学
校
再
開
前
の
諸
準

備
と
の
関
連
で
、
１
月
の
販

売
が
全
体
の
３
４
・
８
％
を

占
め
た
。
ま
た
、
隔
離
措
置

が
始
ま
っ
た
３
月
に
は
、
全

体
の
３
６
・
５
％
を
販
売
し

た
。

　
　
　
　
（
１
２
日
付
掲
載
）

　

第
１
四
半
期
の
労

働
生
産
性
の
悪
化
は
、

様
々
な
業
界
に
広
範
囲

に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
工
業
の

場
合
、
２
０
２
０
年

第
１
四
半
期
の
労
働

生
産
性
は
昨
年
同
期

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
高
等
教

育
に
お
け
る
学
位
取
得
で
通

信
教
育
が
急
速
に
普
及
す
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
の
履
修
は
、
学

生
数
か
ら
２
０
２
３
年
入
学

次
か
ら
主
流
の
モ
デ
ル
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
き
た
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
１
年

前
倒
し
さ
れ
、
２
０
２
２
年

入
学
次
に
は
主
流
の
モ
デ
ル

に
な
る
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
の
エ
ド
ゥ
カ
・
イ
ン

サ
イ
ツ
は
分
析
し
て
い
る
。

　

教
育
科
学
省
（
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）
が
２
０
１
８
年
を
対
象

に
実
施
し
た
最
新
調
査
に

よ
る
と
、
高
等
教
育
で
は

４
５
０
万
人
が
通
常
の
授
業

を
受
講
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ

属
加
工
業
、
機
械
及
び
電
気

部
品
産
業
と
い
っ
た
業
界

は
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
、
例
年
の
水
準
と
の
比
較

を
含
め
て
、
生
産
活
動
を
大

き
く
回
復
さ
せ
た
。
自
動
車

産
業
の
場
合
、
４
月
に
は

５
９
・
５
％
の
工
場
が
生
産

を
休
止
し
た
が
、
５
月
に

は
２
２
・
３
％
に
半
減
し
た
。

金
属
加
工
業
で
は
、
４
月
が

１
５
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て

５
月
は
ゼ
ロ
。
機
械
及
び
電

気
部
品
産
業
で
は
、
４
月
の

国
間
関
係
を
拡
大
し
た
際
、

お
互
い
に
貿
易
を
改
善
す
る

と
期
待
さ
れ
て
い
た
」
と
話

す
。
同
理
事
に
よ
る
と
、
問

題
は
国
産
化
比
率
の
達
成
に

メ
キ
シ
コ
側
が
苦
慮
し
て
い

る
た
め
に
起
き
た
と
い
う
。

　

自
動
車
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
枠
組

み
で
輸
出
さ
れ
る
製
品
は
、

４
０
％
の
国
産
化
比
率
を
達

成
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

比
率
は
、
例
え
ば
メ
ル
コ

ス
ー
ル
の
貿
易
規
定
で
求
め

ら
れ
る
水
準
（
６
０
％
）
を

下
回
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で

も
メ
キ
シ
コ
の
自
動
車
工
業

は
達
成
が
困
難
な
状
況
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
は
こ
の
期
間
中

に
、
６
人
を
上
回
る
定
員
の

自
動
車
や
電
気
自
動
車
、
ブ

レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
な
ど
１
５

品
目
で
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
輸

入
を
停
止
し
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｉ
は
、
二
国
間
貿
易

は
、
国
内
の
食
肉
会
社
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で

違
法
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
を

回
避
す
る
手
法
で
、「
キ
ャ

ト
ル
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
る
。

　

取
材
に
対
し
て
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
・
フ
ー
ズ
は
、
バ
ー
ラ
・

マ
ン
サ
農
場
か
ら
肉
牛
を
調

達
し
た
こ
と
を
認
め
る
一

方
、
同
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

登
録
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

パ
レ
ド
ン
農
場
は
登
録
拒
否

対
象
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

下
位
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
そ

の
他
の
サ
ー
ビ
ス
」
で
も
前

年
同
期
比
４
・
４
％
減
と
深

刻
な
悪
化
を
記
録
し
た
。

　

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
マ
ッ
ト
ス

氏
は
、「
そ
の
他
の
サ
ー
ビ

ス
に
含
ま
れ
る
業
種
に
は
、

外
食
産
業
と
レ
ジ
ャ
ー
産

業
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
産

業
な
ど
、
家
庭
に
提
供
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
が
広
範
囲
に
含

ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
労
働
生
産
性
が
低
い

一
方
、
雇
用
が
活
発
な
生
産

活
動
で
、
社
会
的
隔
離
政
策

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
大
き

な
影
響
を
受
け
た
」
と
指
摘

し
た
。　

　
　
　
　
（
１
２
日
付
掲
載
）

１
５
・５
％
か
ら
５
月
は
４
・

９
％
に
低
下
し
た
。

　

反
対
に
、
ア
パ
レ
ル

産
業
は
３
４
・
１
％
か
ら

６
９
・
３
％
に
増
加
。
皮

革
及
び
履
物
産
業
は

３
８
・
９
％
か
ら
４
９
・
８
％

に
上
昇
。
そ
の
他
の
輸
送

機
械
産
業
は
７
・
１
％
か
ら

３
０
・
７
％
に
上
昇
し
て
お

り
、
む
し
ろ
、
４
月
よ
り
も

５
月
に
操
業
を
停
止
し
た

メ
ー
カ
ー
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）

門
家
や
信
用
調
査
会
社
、
銀

行
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
の

記
録
的
な
数
の
企
業
の
破
産

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

の
パ
ン
タ
リ
カ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
は
、
金
融
機
関
を
対

象
に
中
銀
が
実
施
し
て
い
る

経
済
動
向
調
査
「
Ｆ
ｏ
ｃ

ｕ
ｓ
」
で
金
融
市
場
が
予
想

イ
ン
授
業
は
１
８
０
万
人

だ
っ
た
。

　

エ
ド
ゥ
カ
・
イ
ン
サ
イ
ツ

の
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ダ
ニ

エ
ル
・
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
氏

は
、「
昨
年
以
来
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
１
０
０
％
、
あ

る
い
は
一
部
で
実
施
さ
れ
て

い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
講
座

を
新
規
受
講
す
る
学
生
が
増

え
て
お
り
、
今
年
も
同
水
準

を
維
持
す
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
考
慮
し
て
、
当

社
は
、
通
信
教
育
の
入
学

者
数
が
２
０
２
２
年
に
は

通
常
の
授
業
を
受
け
る
学
生

数
を
上
回
る
と
予
想
し
て
い

る
」
と
い
う
。
同
氏
に
よ
る

と
、
２
０
２
２
年
に
対
面
式

の
通
常
講
座
を
受
講
す
る
新

入
学
生
数
は
１
３
０
万
人

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

１
６
０
万
人
に
な
る
と
い

う
。
２
０
２
３
年
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
が
２
５
０
万
人
に

増
え
、
通
常
授
業
の
学
生
は

１
４
０
万
人
と
な
る
。

　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

る
。

　

マ
ル
フ
リ
ギ
も
、
パ
レ
ド

ン
農
場
が
同
社
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
・
リ
ス
ト
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
し
た
上
で
、

バ
ー
ラ
・
マ
ン
サ
農
場
は
同

社
が
２
０
０
９
年
に
定
め
た

条
件
に
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
見

て
適
合
し
て
お
り
、
同
社
は

違
法
な
伐
採
地
や
先
住
民
保

護
区
、
保
全
地
域
な
ど
で
飼

育
さ
れ
た
肉
牛
は
調
達
し
て

い
な
い
と
回
答
し
た
。

　

Ｊ
Ｂ
Ｓ
も
、
パ
レ
ド
ン

農
場
が
同
社
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
・
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
と
反

論
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
オ

ノ
ラ
ッ
ト
氏
は
、
当
初
想

定
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
傷

が
「
浅
い
」
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
し
た
。「
工
業
生
産

の
落
ち
込
み
は
象
徴
的
な
出

来
事
だ
っ
た
が
、
我
々
が

３
０
％
減
を
予
想
し
た
中
で

２
０
％
減
だ
っ
た
」
と
ブ
ラ

ジ
ル
地
理
統
計
資
料
院
（
Ｉ

２２年にはオンライン
授業が主流に

コロナウイルスの後押しで加速

メ
キ
シ
コ
か
ら
の
輸
入
台
数
減
少

自
由
貿
易
協
定
の
影
響
に
よ
り

自動車

う
し
た
課
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
、
長
期
に
わ
た
っ
て

低
金
利
を
維
持
で
き
ず
、
景

気
の
回
復
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）

産
活
動
を
完
全
に
停
止
し
た

メ
ー
カ
ー
の
数
が
、
歴
史
的

水
準
の
６
倍
と
い
う
規
模
に

拡
大
し
た
。
５
月
に
入
っ
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
社
会

的
隔
離
が
２
カ
月
目
に
入
っ

た
２
０
２
０
年
４
月
に
、
生

４
月
に
過
去
最
悪
の
後
退
記
録

歴
史
的
水
準
の
６
倍
ま
で
拡
大

に
お
い
て
メ
キ
シ
コ
が
抱
え

る
不
利
な
点
は
、
同
国
の

自
由
貿
易
で
そ
の
他
の
製
品

に
加
え
ら
れ
て
い
る
附
帯
的

な
圧
力
だ
と
い
う
。
こ
の
た

め
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
貿
易
で

よ
り
多
く
の
品
目
が
対
象
に

な
る
ほ
ど
、
安
定
を
取
り
戻

す
可
能
性
が
拡
大
す
る
と
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
実
業
家
連
合
は
、
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
よ
っ
て
、
貿
易
高
が
最

大
４
０
％
拡
大
す
る
と
試
算

し
て
い
る
。

　

現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
メ
キ

シ
コ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
対
象
は

１
千
品
目
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

民
間
部
門
は
か
ね
て
か
ら
、

対
象
品
目
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
き
た
。「
合
意
に
向
け

て
我
々
が
努
力
を
惜
し
む
理

由
は
な
い
」
と
同
理
事
は
強

調
し
た
。

　
　
　
　
　
（
８
日
付
掲
載
）

す
る
よ
う
に
、
２
０
２
０
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
実
際
に

６
％
減
を
記
録
す
る
な
ら
、

３
千
社
が
民
事
再
生
を
申
請

す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
こ

の
件
数
は
、
過
去
最
高
を

記
録
し
た
２
０
１
６
年
の

１
８
６
３
社
を
大
き
く
上
回

る
。

　

国
内
の
平
均
的
企
業
は
、

営
業
を
約
６
０
日
間
継
続
す

る
財
務
体
質
が
あ
る
。
こ
の

期
間
は
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
始
ま
り

か
ら
数
え
て
）
既
に
終
わ
っ

て
い
る
」
と
、
同
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
経
営
パ
ー

ト
ナ
ー
、サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・

ミ
ラ
ネ
ー
ゼ
氏
は
話
す
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

主
催
し
た
バ
ー

チ
ャ
ル
討
論
会

に
、
同
研
究
所

の
マ
ル
コ
ス
・

リ
ス
ボ
ア
所
長

と
参
加
し
、
意

見
を
交
換
し

た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
経
済
活
動

に
対
し
て
深
刻

な
打
撃
を
与
え

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

工業



か
と
言い

う
時と

き

、
各か

く

公こ
う

使し

館か
ん

は

清し
ん

国こ
く

に
義ぎ

和わ

団だ
ん

を
鎮ち

ん

圧あ
つ

す
る

よ
う
要よ

う

請せ
い

し
ま
す
。
そ
し
て

天て
ん

津し
ん

外が
い

港こ
う

の
タ
ー
ク
ー
に
停て

い

泊は
く

中ち
ゅ
うの

各か
っ

国こ
く

海か
い

軍ぐ
ん

陸り
く

戦せ
ん

隊た
い

に

派は

遣け
ん

を
要よ

う

請せ
い

し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
北ぺ

き
ん京

に
あ
っ
た

公こ
う

使し

館か
ん

は
英え

い

国こ
く

、
米べ

い

国こ
く

、
仏ふ

つ

国こ
く

、
露ろ

国こ
く

、
豪ご

う

州し
ゅ
う、

伊い

国こ
く

、

蘭ら
ん

国こ
く

、
ベ
ル
ギ
ー
、
西さ

い

国こ
く

、

日に

本ほ
ん

の
１
１
カ
国こ

く

で
す
。
こ

の
１
１
カ
国こ

く

の
海か

い

軍ぐ
ん

陸り
く

戦せ
ん

隊た
い

計け
い

４
１
７
名め

い

（
日に

本ほ
ん

２
５

名め
い

）
が
北ぺ

き
ん京

に
到と

う

着ち
ゃ
くし

ま
す
。

　

世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
公こ

う

使し

た
ち
の

入い

り
乱み

だ

れ
て
い
た
北ぺ

き
ん京

城じ
ょ
う

内な
い

は
、
大た

い

軍ぐ
ん

を
前ま

え

に
し
て
混こ

ん

乱ら
ん

の
極き

わ

み
に
達た

っ

し
て
い
ま
し
た
。

上じ
ょ
う

記き

１
１
カ
国こ

く

か
ら
な
る

多た

国こ
く

籍せ
き

の
人ひ

と

々び
と

が
入い

り
乱み

だ

れ

ま
と
ま
る
も
の
も
ま
と
ま
ら

な
い
混こ

ん

乱ら
ん

状じ
ょ
う

態た
い

で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時じ

代だ
い

、
日に

本ほ
ん

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
他た

国こ
く

に
な
め
ら
れ
た
存そ

ん

在ざ
い

で
し

た
。
作さ

く

戦せ
ん

会か
い

議ぎ

中ち
ゅ
う、

柴し
ば

五ご

郎ろ
う

は
冷れ

い

静せ
い

沈ち
ん

着ち
ゃ
くで

そ
し
て
、

黙だ
ま

っ
て
き
く
ば
か
り
。

　

そ
し
て
、
時と

き

折お
り

「
セ
・
シ
・

ボ
ン
（
結け

っ

構こ
う

で
す
な
）」
と
、

ボ
ソ
リ
呟つ

ぶ
や

く
ば
か
り
な
の
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
日に

本ほ
ん

が

な
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
状

じ
ょ
う

況
き
ょ
う

で
高た

か

ら
か
に
発は

つ

言げ
ん

し
て
も
意い

味み

は
な
し
と
分わ

か
っ
た
上う

え

で

の
行こ

う

動ど
う

。
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

の
心こ

こ
ろ

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
練ね

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

逆ぎ
ゃ
く

に
、
今い

ま

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで

発は
つ

言げ
ん

す
る
と
小ち

い

さ
な
東と

う

洋よ
う

人じ
ん

の
発は

つ

言げ
ん

が
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うの

反は
ん

発ぱ
つ

を
招ま

ね

く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
心

こ
こ
ろ

得え

て
い
た
の
で
す
。

西せ
い

洋よ
う

列れ
っ

強き
ょ
うに
存そ

ん

在ざ
い

を
認み

と

め
さ

せ
、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

の
端た

ん

緒し
ょ

に

ア
ル
コ
ー
ル
消

し
ょ
う

毒ど
く

製せ
い

剤ざ
い

が

ど
う
か
み
た
い
な
、
個こ

別べ
つ

イ

シ
ュ
ー
に
入は

い

り
込こ

む
の
で
は
な

く
て
、
ま
ず
は
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
集あ

つ

め

る
こ
と
、
知ち

識し
き

を
身み

に
付つ

け

る
こ
と
。

　

事じ

実じ
つ

と
向む

き
合あ

う
こ
と
が

何な
に

よ
り
も
大た

い

切せ
つ

で
す
。

　

今こ
ん

回か
い

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

『
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
真し

ん

実じ
つ

』

を
読よ

み
解と

く

◆
岩い

わ

田た

健け
ん

太た

郎ろ
う

北
ぺきん

京籠
ろう

城
じょう

の指
し

揮
き

を執
と

った柴
しば

五
ご

郎
ろう

（陸
りく

軍
ぐん

中
ちゅう

佐
さ

当
とう

時
じ

、１８５９―１９４５年
ねん

、Unknown author/

Public domain）

500
人に

ん

で
２
万ま

ん

人に

ん

と
戦た

た
か

っ
た
日に

本ほ

ん

人じ

ん

柴し

ば

五ご

郎ろ

う

中ち
ゅ
う

佐さ

の
北ぺ

き

ん京
城じ

ょ
う

籠ろ

う

城じ
ょ
う

物も

の

語が
た
り

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

義
ぎ

和
わ

団
だん

の乱
らん

における天
てん

津
しん

の戦
たたか

い。日
にっ

本
ぽん

国
こく

軍
ぐん

人
じん

が戦
たたか

う様
よう

子
す

（Unknown author/Public domain）

説せ
つ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

絶ぜ
つ

望ぼ
う

的て
き

に
不ふ

利り

な
籠ろ

う

城じ
ょ
う

戦せ
ん

を
指し

揮き

し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

　

時と
き

は
１
９
０
０
年ね

ん

中ち
ゅ
う

国ご
く

∙
北ぺ

き
ん京

義ぎ

和わ

団だ
ん

と
称し

ょ
う

す
る
反は

ん

乱ら
ん

軍ぐ
ん

は
、「
扶ふ

清し
ん

減め
つ

洋よ
う

」（
清し

ん

を
た
す
け
、
外が

い

国こ
く

勢ぜ
い

を
滅ほ

ろ

ぼ

す
）
の
旗は

た

を
掲か

か

げ
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
公こ

う

使し

達た
ち

を
北ぺ

き
ん京

城じ
ょ
うに

追お

い
詰つ

め
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの

大た
い

軍ぐ
ん

が

押お

し
寄よ

せ
る
北ぺ

き
ん京

城じ
ょ
うに

立た

て

こ
も
る
の
は
、
わ
ず
か
４
千せ

ん

人に
ん

と
は
い
え
、
そ
の
殆ほ

と
ん

ど
が

民み
ん

間か
ん

人じ
ん

で
あ
り
兵へ

い

士し

と
呼よ

べ

る
数か

ず

は
５
０
０
に
も
満み

た
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

不ふ

利り

で
絶ぜ

つ

望ぼ
う

的て
き

な
少

し
ょ
う

数す
う

の
籠ろ

う

城
じ
ょ
う

軍ぐ
ん

は
お
よ
そ
２
カ
月げ

っ

間か
ん

に
わ

た
り
北ぺ

き
ん京

城じ
ょ
うを

守ま
も

り
抜ぬ

い
て

し
ま
い
ま
す
。

　

何な
に

を
か
く
そ
う
、
こ
の
危き

機き

的て
き

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを

指し

揮き

し
て
乗の

り

越こ

え
た
の
が
後の

ち

に
、
イ
ギ
リ

ス
公こ

う

使し

に
「
北ぺ

き
ん京

籠ろ
う

城じ
ょ
うの

功こ
う

績せ
き

の
半な

か

ば
、
と
く
に
勇ゆ

う

敢か
ん

な

日に

本ほ
ん

兵へ
い

に
帰か

え

す
べ
き
も
の
で

あ
る
」
と
言い

わ
し
め
た
ほ
ど

の
人じ

ん

物ぶ
つ

・
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

、
そ
の
人ひ

と

だ
っ
た
の
で
す
。

　

義ぎ

和わ

団だ
ん

と
称し

ょ
う

す
る
反は

ん

乱ら
ん

軍ぐ
ん

は
、
電で

ん

信し
ん

設せ
つ

備び

を
破は

壊か
い

し
、

い
よ
い
よ
公こ

う

使し

館か
ん

に
迫せ

ま

ろ
う

　

た
っ
た
５
０
０
人に

ん

足た

ら
ず

の
兵へ

い

を
導み

ち
び

き
、
２
０
万ま

ん

の
敵て

き

を
相あ

い

手て

に
そ
の
危き

機き

を
乗の

り

越こ

え
た
、
あ
る
一ひ

と

人り

の
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

人じ
ん

が
い
ま
し
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

は
素す

晴ば

ら
し
い
指し

揮き

官か
ん

に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
小こ

男お
と
こは

、
い
つ
の
間ま

に
か

混こ
ん

乱ら
ん

を
秩ち

つ

序じ
ょ

へ
と
ま
と
め
て

お
り
、
私わ

た
し

は
、
自じ

分ぶ
ん

が
既す

で

に

こ
の
小こ

男お
と
こに

傾け
い

倒と
う

し
て
い
る

こ
と
を
感か

ん

じ
て
い
る
」。

　

こ
れ
は
当と

う

時じ

の
北ぺ

き
ん京

城
じ
ょ
う

内な
い

で
そ
の
「
小こ

男お
と
こ」

と
共と

も

に

戦た
た
か

っ
た
英え

い

国こ
く

人じ
ん

シ
ン
プ
ソ
ン

氏し

の
日に

っ

記き

の
抜ば

っ

粋す
い

で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
小こ

男お
と
この

名な

は
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

、
日に

本ほ
ん

の
陸り

く

軍ぐ
ん

軍ぐ
ん

人じ
ん

で
す
。
そ
の
勇い

さ

ま
し
い
武ぶ

勲く
ん

に
よ
り
欧お

う

米べ
い

各か
っ

国こ
く

か
ら
も

勲く
ん

章し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

が
相あ

い

次つ

ぎ
、
欧お

う

米べ
い

で
広ひ

ろ

く
知し

ら
れ
る
最さ

い

初し
ょ

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
柴し

ば

は
、
事じ

実じ
つ

上
じ
ょ
う

の
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

の
き
っ
か
け
を
つ

く
っ
た
影か

げ

の
立た

て

役や
く

者し
ゃ

と
し
て

も
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
い
ま
す
。
一い

っ

体た
い

、
こ
の
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

と
い
う
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
ど
ん
な
武ぶ

勲く
ん

を
成な

り

遂と

げ
た
の
か
？　

日に

本ほ
ん

だ
け

で
な
く
世せ

界か
い

の
歴れ

き

史し

に
名な

を

残の
こ

し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

柴し
ば

五ご

郎ろ
う

の
伝で

ん

（４）２０２０年 第５５０８号	 ６月	１７日	（水曜日）

『新
しん

型
がた

コロナウイルスの真
しん

実
じつ

』( 岩
いわ

田
た

健
けん

太
た

郎
ろう

著
ちょ

、ベス

トセラーズ、２０２０年
ねん

)

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

　
　
酒さ

か

本も
と

　
恵け

い

三ぞ
う

ル
ス
を
過か

去こ

に
経け

い

験け
ん

し
た
人ひ

と

は
誰だ

れ

も
い
ま
せ
ん
。
未み

体た
い

験け
ん

な
も
の
に
対た

い

し
て
は
、
ぶ
れ

な
い
ほ
う
が
ど
う
か
し
て
い

る
。

　

新あ
た
ら

し
い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
入は

い

っ
て
き

た
ら
、「
そ
れ
は
知し

ら
な
か
っ

た
」
と
考か

ん
が

え
方か

た

を
変か

え
る
の

が
当と

う

然ぜ
ん

で
す
。

　

そ
の
意い

味み

で
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
集あ

つ

め
る
こ
と
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
判は

ん

断だ
ん

す

る
た
め
の
知ち

識し
き

を
身み

に
付つ

け

る
こ
と
が
と
て
も
大だ

い

事じ

で
す
。

　

だ
か
ら
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
、

「
自じ

分ぶ
ん

の
意い

見け
ん

な
ん
て
い
つ

で
も
変か

わ
っ
て
い
い
」
と
い

う
宙ち

ゅ
う

ぶ
ら
り
ん
な
状

じ
ょ
う

態た
い

で
、

何な
に

が
来き

て
も
右み

ぎ

に
も
左ひ

だ
り

に
も

す
っ
と
動う

ご

け
る
武ぶ

道ど
う

の
達た

つ

人じ
ん

み
た
い
な
脱だ

つ

力り
ょ
く

状じ
ょ
う

態た
い

を
保た

も

つ
こ
と
、
意い

固こ

地じ

に
な
ら
な

い
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

な
ん
で
す
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
自じ

分ぶ
ん

で
判は

ん

断だ
ん

す
る
た
め

に
、
必ひ

つ

要よ
う

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

や
知ち

識し
き

と

は
何な

ん

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
うの

原げ
ん

則そ
く

を
押お

さ
え
る

こ
と
で
す
。

　
「
微び

生せ
い

物ぶ
つ

と
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うは

違ち
が

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
ん

と
、
会か

い

議ぎ

は
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

の
思お

も

い

描え
が

く
方ほ

う

向こ
う

へ
と
進す

す

ん
で
い
く

の
で
す
。
彼か

れ

が
ボ
ソ
リ
と
つ

ぶ
や
く
た
び
に
、
世せ

界か
い

の
列れ

っ

席せ
き

者し
ゃ

た
ち
は
、
そ
の
方ほ

う

向こ
う

へ

と
導み

ち
び

か
れ
て
い
く
こ
と
に
気き

ず
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

彼か
れ

は
た
ま
の
短み

じ
かい

発は
つ

言げ
ん

や
、

う
な
ず
き
に
よ
り
場ば

を
支し

配は
い

し
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
ほ

ど
の
理り

が
あ
り
、
彼か

れ

の
落お

ち

着つ

き
は
い
つ
し
か
皆み

な

の
安あ

ん

心し
ん

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
シ
ン
プ
ソ
ン
氏し

が

い
う
よ
う
に
「
こ
の
小こ

男お
と
こは

、

い
つ
の
間ま

に
か
混こ

ん

乱ら
ん

を
秩ち

つ

序じ
ょ

へ

と
ま
と
め
て
し
ま
っ
て
い
た
」。

そ
し
て
、
そ
の
秩ち

つ

序じ
ょ

こ
そ
が

北ぺ
き
ん京

城じ
ょ
うを

最さ
い

後ご

ま
で
一い

ち

丸が
ん

と

な
っ
て
籠ろ

う

城じ
ょ
うさ

せ
た
源

み
な
も
とだ

っ
た

の
で
す
。

　

間ま

も
な
く
清し

ん

国こ
く

義ぎ

和わ

団だ
ん

の

一い
っ

斉せ
い

攻こ
う

撃げ
き

が
始は

じ

ま
り
ま
す
。

そ
ん
な
時と

き

、
公こ

う

使し

館か
ん

で
最さ

い

大だ
い

の
イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

に
穴あ

な

が

あ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
婦ふ

女じ
ょ

子し

や
負ふ

傷し
ょ
う

兵へ
い

が
多お

お

く
い
た
た
め
、
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

中ち
ゅ
う

佐さ

は
安あ

ん

藤ど
う

大た
い

尉い

以い

下か

８
名め

い

に
命め

い

じ
、
英え

い

国こ
く

公こ
う

使し

館か
ん

に
救

き
ゅ
う

援え
ん

に

向む

か
わ
せ
ま
す
。

　

た
だ
で
さ
え
広こ

う

大だ
い

な
粛

し
ゅ
く

親し
ん

王の
う

府ふ

を
守ま

も

る
の
に
兵へ

い

士し

不ぶ

足そ
く

だ
っ
た
に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
英え

い

国こ
く

公こ
う

使し

館か
ん

に
即そ

っ

決け
つ

で
救

き
ゅ
う

援え
ん

を

や
っ
た
の
で
す
。

　

―
―
即そ

っ

決け
つ

で
す
。
そ
し
て

安あ
ん

藤ど
う

大た
い

尉い

以い

下か

８
名め

い

は
敢か

ん

然ぜ
ん

と
清し

ん

国こ
く

兵へ
い

に
切き

り
込こ

み
、

２
０
名め

い

ほ
ど
を
あ
っ
と
い
う

間ま

に
切き

り
つ
け
ま
す
。

　
こ
の
時と

き

が
、
祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

の

名め
い

誉よ

を
守ま

も

り
、
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉
し
ょ
う

以い

降こ
う

見み

下く
だ

さ
れ
て
い
た
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うに

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
優ゆ

う

秀し
ゅ
うさ

を
認み

と

め
さ
せ
、
の
ち
の
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

で
す
。

拒こ
ば

み
続つ

づ

け
て
き
た
イ
ギ
リ
ス

が
東と

う

洋よ
う

の
貧ひ

ん

国こ
く

と
同ど

う

盟め
い

　

当と
う

時じ

、
イ
ギ
リ
ス
は
「
栄え

い

光こ
う

の
独ど

く

立り
つ

」
を
誇ほ

こ

り
に
、
ど

ん
な
事こ

と

が
あ
っ
て
も
他た

国こ
く

と

同ど
う

盟め
い

を
結む

す

ぶ
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

の
実じ

っ

績せ
き

は
き
っ
か
け
で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

と
イ
ギ
リ
ス
の
利り

害が
い

も
一い

っ

致ち

し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う

こ
と
か
と
い
う
と
、
こ
の
時と

き

ロ

シ
ア
は
満ま

ん

州し
ゅ
う

全ぜ
ん

域い
き

を
ど
さ
く

さ
に
紛ま

ぎ

れ
て
制せ

い

圧あ
つ

し
て
い
き

ま
す
。
支し

 
な那

で
の
権け

ん

益え
き

を
確か

く

保ほ

し
た
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
シ
ア

の
南な

ん

下か

を
恐お

そ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
日に

本ほ
ん

も
満ま

ん

州し
ゅ
うを

制せ
い

圧あ
つ

し
た
ロ
シ
ア
が
南な

ん

下か

す
る

事こ
と

は
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
脅

き
ょ
う

威い

で

し
た
。
だ
か
ら
と
言い

っ
て
信し

ん

頼ら
い

で
き
な
い
国く

に

と
イ
ギ
リ
ス

い
ま
す
よ
」
と
か
、「
感か

ん

染せ
ん

と

病び
ょ
う

気き

は
別べ

つ

物も
の

で
す
よ
」と
か
、

「
感か

ん

染せ
ん

経け
い

路ろ

を
遮し

ゃ

断だ
ん

す
る
こ

と
が
大だ

い

事じ

で
す
よ
」
と
い
う
、

to/2
ZEoEga

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
真し

ん

実じ
つ

』
の
詳

し
ょ
う

細さ
い

、A
m

azo
n

購こ
う

入に
ゅ
うは

こ

ち
ら
↓

h
ttp

s
:/

/
a

m
z

n
.

が
同ど

う

盟め
い

を
組く

む
な
ど
あ
り
得え

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

ま
し
て
や
同ど

う

盟め
い

を
拒こ

ば

み
続つ

づ

け
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
東と

う

洋よ
う

の
貧ひ

ん

国こ
く

と
組く

む
こ
と
は
断だ

ん

じ
て
あ
り
得え

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
義ぎ

和わ

団だ
ん

の
乱ら

ん

で
見み

せ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
優ゆ

う

秀し
ゅ
うさ

と
信し

ん

頼ら
い

感か
ん

は
、
イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
よ
っ
て

本ほ
ん

国ご
く

へ
伝つ

た

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

中ち
ゅ
う

佐さ

の

北ぺ
き
ん京

籠ろ
う

城じ
ょ
うで

の
活か

つ

躍や
く

は
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

く
認に

ん

知ち

さ
れ
、
欧お

う

米べ
い

各か
っ

国こ
く

で
受じ

ゅ

賞し
ょ
うの

ラ
ッ
シ
ュ
を
受う

け

ま
す
。

　

ま
た
「
コ
ロ
ネ
ル
・
シ
バ
」

の
愛あ

い

称し
ょ
うで

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最も

っ
と

も

広ひ
ろ

く
知し

ら
れ
た
最さ

い

初し
ょ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
な
っ
た
の
で
す
。
た
っ
た

５
０
０
人に

ん

た
ら
ず
の
兵へ

い

で
、

２
０
万ま

ん

人に
ん

の
敵て

き

を
相あ

い

手て

に
そ

の
危き

機き

を
乗の

り
越こ

え
た
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

人じ
ん

柴し
ば

五ご

郎ろ
う

日に

本ほ
ん

は
素す

晴ば

ら

　

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
各か

っ

国こ
く

の
占せ

ん

領り
ょ
う

統と
う

治ち

が
始は

じ

ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
同ど

う

時じ

に
各か

っ

国こ
く

の
占せ

ん

領り
ょ
う

地ち

で
の
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

∙
強ご

う

盗と
う

の
始は

じ

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時じ

代だ
い

、
そ
れ
は
当と

う

然ぜ
ん

で

当あ

た
り
前ま

え

の
事こ

と

で
し
た
。

　
し
か
し
日に

本ほ
ん

の
占せ

ん

領り
ょ
う

地ち

で

は
一い

っ

切さ
い

の
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

∙
強ご

う

盗と
う

が
認み

と

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

は
厳き

び

し
い
軍ぐ

ん

律り
つ

を
も
っ

て
仁じ

ん

政せ
い

を
敷し

い
た
の
で
す
。

こ
れ
に
も
ま
た
各か

っ

国こ
く

の
将

し
ょ
う

兵へ
い

が
驚

き
ょ
う

愕が
く

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
噂う

わ
さ

を
聞き

き

つ
け
た
各か

っ

国こ
く

の
占せ

ん

領り
ょ
う

地ち

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
日に

本ほ
ん

占せ
ん

領り
ょ
う

地ち

へ
と
移う

つ

り
住す

ん
で
き
た
の
で
す
。
こ

う
し
た
日に

本ほ
ん

の
優ゆ

う

秀し
ゅ
うさ

と
信し

ん

頼ら
い

度ど

の
高た

か

さ
は
、
や
が
て
世せ

界か
い

最さ
い

強き
ょ
うの

同ど
う

盟め
い

を
誕た

ん

生じ
ょ
うさ

せ

ま
す
。
黄お

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
貧ひ

ん

国こ
く

・

日に

本ほ
ん

が
、
世せ

界か
い

最さ
い

強き
ょ
うの

英え
い

国こ
く

と
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

ぶ
の
で
す
。

し
い
指し

揮き

官か
ん

が
本ほ

ん

当と
う

に
多お

お

く

存そ
ん

在ざ
い

し
て
い
ま
す
ね
。

　

最さ
い

後ご

に
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

の
輝か

が
や

か
し

い
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

経け
い

歴れ
き

を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

し

ま
し
ょ
う
。

＊
イ
タ
リ
ア
―
エ
マ
ヌ
エ
ル

皇こ
う

帝て
い

よ
り
北ぺ

き
ん京

籠ろ
う

城じ
ょ
うの

功こ
う

に

よ
っ
て
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
三さ

ん

等と
う

勲く
ん

章し
ょ
うを

受じ
ゅ

章
し
ょ
う

＊
フ
ラ
ン
ス
―
ル
ベ
ー
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うよ

り
金き

ん

の
鎖

く
さ
り

付つ

き
の
金き

ん

時ど

計け
い

を
受じ

ゅ

賞
し
ょ
う

＊
ス
ペ
イ
ン
―
ス
ペ
イ
ン
皇こ

う

帝て
い

よ
り
武ぶ

功こ
う

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

二に

等と
う

勲く
ん

章し
ょ
うを

受じ
ゅ

章
し
ょ
う

＊
ベ
ル
ギ
ー
―
ベ
ル
ギ
ー
皇こ

う

帝て
い

よ
り
賞

し
ょ
う

詞し

と
武ぶ

功こ
う

勲く
ん

章し
ょ
うを

受じ
ゅ

章
し
ょ
う

＊
ロ
シ
ア
―
ニ
コ
ラ
イ
二に

世せ
い

よ
り
ア
ン
ナ
ニ
二に

等と
う

勲く
ん

章し
ょ
うを

受じ
ゅ

章
し
ょ
う

＊
日に

本ほ
ん

―
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

よ
り
勲く

ん

一い
っ

等と
う

瑞ず
い

宝ほ
う

章し
ょ
うを

受じ
ゅ

賞し
ょ
うと

実じ
つ

に

多お
お

く
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし

ま
し
た
。

【
本ほ

ん

の
要よ

う

旨し

】

　

私わ
た
し

は
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
血ち

は
引ひ

き
継つ

い
で
い
ま
す
が
、
資し

産さ
ん

は
い
っ
さ
い
引ひ

き
継つ

い
で
い
ま

せ
ん
。 

　

と
い
う
よ
り
も
、
こ
こ
が

栄え
い

一い
ち

の
立り

っ

派ぱ

な
と
こ
ろ
で
あ

る
反は

ん

面め
ん

、
い
ま
の
時じ

代だ
い

を
生い

き
て
い
る
渋し

ぶ

沢さ
わ

家け

の
人に

ん

間げ
ん

た

ち
に
と
っ
て
は
非ひ

常じ
ょ
うに

残ざ
ん

念ね
ん

な
こ
と
な
の
で
す
が
。

義
ぎ

和
わ

団
だん

の乱
らん

と戦
たたか

う連
れん

合
ごう

軍
ぐん

の兵
へい

士
し

。左
ひだり

から、イギリス、アメリカ、ロシア、

イギリス領
りょう

インド、ドイツ、フランス、オーストリア＝ハンガリー、イ

タリア、日
に

本
ほん

(AnonymousUnknown author/Public domain)

【
本ほ

ん

の
要よ

う

旨し

】

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
自じ

分ぶ
ん

を
守ま

も

る
た
め
に
一い

ち

番ば
ん

大だ
い

事じ

な
も
の
は
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

で
す
。

　
「
こ
う
い
う
と
き
は
こ
う
し

と
け
」
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
の
以い

前ぜ
ん

に
あ
る
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

・
知ち

識し
き

・

事じ

実じ
つ

が
大た

い

切せ
つ

で
す
。

　

マ
ス
ク
が
ど
う
か
と
か
、

『
３
３
歳さ

い

の
決け

つ

断だ
ん

で
有ゆ

う

名め
い

企き

業ぎ
ょ
う５

０
０
社し

ゃ

を
育そ

だ

て
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
折お

れ
な
い
心こ

こ
ろを

つ
く
る
３
３
の
教お

し

え
』
を
読よ

み
解と

く

◆
渋し

ぶ

澤さ
わ

健け
ん

　

栄え
い

一い
ち

は
５
０
０
社し

ゃ

ほ
ど
の

会か
い

社し
ゃ

の
設せ

つ

立り
つ

に
関か

ん

与よ

し
な

が
ら
、
そ
の
子し

孫そ
ん

に
財ざ

い

産さ
ん

を
ほ
と
ん
ど
残の

こ

し
ま
せ
ん
で

し
た
。
子し

孫そ
ん

が
多お

お

い
と
い
う

こ
と
が
理り

由ゆ
う

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
つ
く
っ
た
の
が
会か

い

社し
ゃ

だ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
。

　

私わ
た
し

は
、
栄え

い

一い
ち

は
子し

孫そ
ん

に

財ざ
い

産さ
ん

も
残の

こ

す
こ
と
な
く
、

１
９
３
１
年ね

ん

に
こ
の
世よ

を

去さ

っ
た
と
思お

も

っ
て
い
ま
し
た

が
、
自じ

分ぶ
ん

が
４
０
歳さ

い

に
な
っ

て
独ど

く

立り
つ

し
て
会か

い

社し
ゃ

を
興お

こ

し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
実じ

つ

は
、

大た
い

切せ
つ

な
財ざ

い

産さ
ん

を
残の

こ

し
て
く
れ

た
こ
と
に
気き

づ
き
ま
し
た
。

相そ
う

続ぞ
く

税ぜ
い

も
か
か
り
ま
せ
ん
。 

　

そ
れ
が
「
言こ

と

葉ば

」
で
す
。

　

道ど
う

徳と
く

ば
か
り
を
重

じ
ゅ
う

視し

し
て

い
る
と
、「
儲も

う

か
る
案あ

ん

件け
ん

も

儲も
う

か
ら
な
く
な
る
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

　

し
た
が
っ
て
論ろ

ん

語ご

と
算そ

ろ

盤ば
ん

は
相あ

い

反は
ん

す
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
人ひ

と

は
少す

こ

し
で
も
多お

お

く
の

利り

益え
き

を
欲ほ

っ

す
る
た
め
、
商

し
ょ
う

売ば
い

繁は
ん

盛じ
ょ
うを

目め

指ざ

す
う
え
で
は
、

ど
う
し
て
も
道ど

う

徳と
く

は
無む

視し

さ

れ
が
ち
で
す
。 

　

で
も
、
そ
う
で
は
な
い
と

い
う
の
が
栄え

い

一い
ち

の
考か

ん
が

え
方か

た

で

す
。

　
い
ま
の
日に

本ほ
ん

も
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

が
活か

つ

躍や
く

し
た
時じ

代だ
い

と
同お

な

じ

よ
う
に
先さ

き

が
読よ

め
な
い
、
難

む
ず
か

し
い
時じ

代だ
い

に
入は

い

っ
て
い
ま
す

が
、
大だ

い

変へ
ん

革か
く

の
時じ

代だ
い

に
は
、

若わ
か

い
人ひ

と

が
活か

つ

躍や
く

す
る
チ
ャ
ン

ス
が
訪お

と
ず

れ
ま
す
。
現げ

ん

状じ
ょ
うを

嘆な
げ

い
て
立た

ち
止ど

ま
っ
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
よ
う
に
未み

来ら
い

を
信し

ん

じ
る
気き

持も

ち
を
強つ

よ

く
持も

て
ば
、
き
っ
と
い
ま
の
停て

い

滞た
い

ム
ー
ド
を
吹ふ

き
飛と

ば
せ
る
は

ず
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
強つ

よ

い
気き

持も

ち
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時と

き

に
は
失し

っ

敗ぱ
い

な
ど
で
心こ

こ
ろ

が
折お

れ

そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
と
き
に
こ
そ
、

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

が
残の

こ

し
た
言こ

と

葉ば

に

触ふ

れ
て
、
未み

来ら
い

を
信し

ん

じ
る
力

ち
か
ら

を
取と

り
戻も

ど

し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思お

も

い
ま
す
。

★
渋し

ぶ

澤さ
わ

健け
ん

『
３
３
歳さ

い

の
決け

つ

断だ
ん

で
有ゆ

う

名め
い

企き

業ぎ
ょ
う５

０
０
社し

ゃ

を
育そ

だ

て
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
折お

れ
な
い

心こ
こ
ろを

つ
く
る
３
３
の
教お

し

え
』
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原げ
ん

則そ
く

的て
き

な
と
こ
ろ
か
ら
し
っ

か
り
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
て
い
く
こ

と
が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
す
。

★
岩い

わ

田た

健け
ん

太た

郎ろ
う

『
新し

ん

型が
た

コ
ロ

『３３歳
さい

の決
けつ

断
だん

で有
ゆう

名
めい

企
き

業
ぎょう

５００社
しゃ

を育
そだ

てた

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

の折
お

れない心
こころ

をつくる３３の教
おし

え』

（渋
しぶ

澤
さわ

健
けん

著
ちょ

、東
とう

洋
よう

経
けい

済
ざい

新
しん

報
ぽう

社
しゃ

、２０２０年
ねん

、

Ｋｉｎｄｌｅ版
はん

）



記者団の取材に応じる安倍首相
＝16日午後、首相官邸（共同）

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は
１
６
日
、
秋
田
、
山
口
両
県
で
進
め
て
き
た
地
上
配

備
型
迎
撃
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備
計
画
停
止
に
つ
い
て
「
地
元

へ
の
説
明
の
前
提
が
違
っ
た
以
上
、
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
官
邸
で
記
者

団
に
述
べ
た
。
河
野
太
郎
防
衛
相
は
代
替
地
を
検
討
し
な
い
考
え
を
示
し
た
。
政
府

は
計
画
を
断
念
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
米
側
と
契
約
し
た
関
連
費
約
１
８
０
０
億

円
の
扱
い
を
巡
り
日
米
で
協
議
す
る
方
針
だ
。
自
民
党
国
防
部
会
で
は
、
代
わ
り

の
抑
止
力
と
し
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

０
３
％
か
ら
抗
体
が
検
出
さ

れ
た
と
発
表
し
た
。

　

検
査
に
使
う
製
品
に
よ
っ

て
数
値
が
変
わ
る
た
め
単
純

比
較
は
難
し
い
が
、
ス
ペ
イ

ン
で
５
％
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
で
２
０
％
と
い
う
報
告

が
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、
い

ず
れ
も
低
い
割
合
。
依
然

　
【
共
同
】
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
相
は
１
６
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
後

に
で
き
る
抗
体
を
保
有
し
て

い
る
人
の
割
合
を
把
握
す
る

調
査
を
３
都
府
県
の
計
約

８
千
人
に
実
施
し
た
結
果
、

東
京
で
０
・
１
％
、
大
阪
で

０
・
１
７
％
、
宮
城
で
０
・

と
し
て
大
半
の
人
は
抗
体
を

持
っ
て
お
ら
ず
、
感
染
に
注

意
が
必
要
だ
。

　

今
回
見
つ
か
っ
た
抗
体

が
体
内
で
ど
れ
だ
け
持
続

す
る
の
か
や
、
次
の
感
染
か

ら
守
る
機
能
が
あ
る
の
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、

国
立
感
染
症
研
究
所
で
さ

ら
に
研
究
を
進
め
る
方
針
。

加
藤
厚
労
相
は
「
抗
体
検
査

地上イージス断念へ

と
、
現
行
計
画
の
陸
上
自
衛

隊
む
つ
み
演
習
場
（
山
口
県
）

や
陸
自
新
屋
演
習
場
（
秋
田

市
）
以
外
に
移
し
て
も
安
全

確
保
は
困
難
と
し
た
。

　
エ
ス
パ
ー
米
国
防
長
官
に

近
く
日
本
側
の
見
解
を
説
明

す
る
考
え
だ
。
秋
田
、
山
口

両
県
へ
の
説
明
は
１
９
日
以

降
で
調
整
す
る
。

　

日
米
間
の
協
議
で
は
、
契

約
済
み
の
約
１
８
０
０
億
円

の
負
担
軽
減
や
違
約
金
発
生

の
有
無
な
ど
が
焦
点
と
な
る
。

百
二
十
数
億
円
は
支
払
い
済

み
だ
。
河
野
氏
は
全
体
の
迎

撃
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
レ
ー

ダ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ｙ
―
７
」
や
迎

撃
ミ
サ
イ
ル
「
Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ

ク
２
Ａ
」
は
「
さ
ま
ざ
ま
な

使
い
道
が
あ
る
」
と
語
り
、

イ
ー
ジ
ス
艦
に
搭
載
す
る
な

ど
活
用
に
前
向
き
な
姿
勢
も

示
し
た
。

　

衆
院
安
全
保
障
委
員
会
で

河
野
氏
は
「
地
元
の
皆
さ
ま

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

死
亡
し
た
の
は
こ
の
う
ち
の
１

カ
所
で
、
両
軍
が
撤
退
に
向

け
た
動
き
を
始
め
て
い
た
。

　

５
月
５
日
に
湖
周
辺
で
イ

ン
ド
の
道
路
建
設
を
巡
り
両

軍
兵
士
の
小
競
り
合
い
が

起
き
、
双
方
の
１
０
０
人
以

上
が
負
傷
。
そ
の
後
、
湖
か

ら
北
に
２
０
０
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
、
イ
ン
ド
が
橋
を
建
設
し

て
い
る
現
場
近
く
の
実
効
支

配
線
周
辺
で
中
国
軍
が
巡
回

を
強
化
し
た
。
湖
周
辺
も
含

め
数
カ
所
で
中
国
軍
が
兵
士

５
千
〜
６
千
人
を
増
強
し
、

イ
ン
ド
軍
も
同
数
を
配
置
し

は
な
く
、
双
方
が
投
石
な
ど

を
行
い
、
中
国
側
に
も
負
傷

者
が
出
た
と
し
て
い
る
。
ラ

ダ
ッ
ク
地
方
で
は
５
月
初
旬

以
降
、
両
国
軍
が
に
ら
み
合
っ

て
お
り
、
今
回
の
衝
突
で
両

国
の
緊
張
が
さ
ら
に
高
ま
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

イ
ン
ド
国
防
省
は
声
明
で
、

両
軍
が
事
態
の
収
束
に
向
け

て
現
場
で
会
合
を
開
い
て
い
る

と
し
た
。
イ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
と
、
に
ら
み
合
い
は
両
国

の
実
効
支
配
線
が
あ
る
湖
パ

ン
ゴ
ン
・
ツ
ォ
周
辺
の
ほ
か
数

カ
所
で
続
い
て
い
る
。
３
人
が

の
活
用
方
策
や
、
さ
ら
な

る
抗
体
保
有
率
調
査
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

抗
体
が
検
出
さ
れ
れ
ば
、

症
状
が
出
な
い
場
合
や
病

院
に
行
か
な
い
ま
ま
回
復

し
た
例
を
含
め
て
、
過
去

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
厚

労
省
は
こ
れ
ま
で
の
感
染

　

首
相
は
「
防
衛
に
空
白
が

生
じ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本

を
守
り
抜
く
た
め
に
必
要
な

措
置
に
つ
い
て
国
家
安
全
保

障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
議
論

す
る
」
と
強
調
し
た
。
Ｎ
Ｓ

Ｃ
を
複
数
回
開
い
て
ミ
サ
イ

ル
防
衛
の
在
り
方
を
検
討
す

る
方
向
だ
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
声
が

出
る
の
は
、
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

で
は
、
北
朝
鮮
や
中
国
の
ミ

サ
イ
ル
技
術
向
上
に
対
応
で

き
ず
、
報
復
能
力
で
攻
撃
を

思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
「
懲
罰

的
抑
止
力
」
が
必
要
と
の
情

勢
認
識
が
あ
る
。

　

会
見
で
河
野
氏
は
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
発
射
後
に
切
り
離
す

推
進
装
置
、
ブ
ー
ス
タ
ー
の

落
下
地
点
の
安
全
確
保
が
難

し
い
と
し
て
「
こ
の
投
資
は

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
明
言
。

他
の
地
域
へ
の
配
備
を
検
討

し
た
か
と
の
質
問
に
「
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
（
改
修
）
で
一
定
の

地
域
に
確
実
に
ブ
ー
ス
タ
ー

を
落
下
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」

の
広
が
り
を
把
握
し
、
次

の
流
行
で
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
る
人
数
の
推
計
や
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
な

人
数
の
試
算
に
役
立
て
る

た
め
に
調
査
を
実
施
し
た
。

　

実
際
に
報
告
さ
れ
た
感

染
者
数
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
人
口
当
た
り
の
感
染
率

は
東
京
で
０
・
０
３
８
％
、

大
阪
０
・
０
２
％
、
宮
城

０
・
０
０
４
％
な
の
に
対

し
、
抗
体
保
有
率
は
そ

れ
ぞ
れ
０
・
１
％
、
０
・

１
７
％
、
０
・
０
３
％
で
、

い
ず
れ
の
地
域
で
も
抗
体
保

有
率
の
方
が
数
倍
大
き
か
っ

た
。
無
症
状
の
感
染
者
や
、

検
査
や
治
療
を
受
け
ず
に
治

る
人
が
報
告
さ
れ
た
以
上
に

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
北
京
共

同
】
イ
ン
ド
国
防
省
は
１
６

日
、
北
部
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
の

中
国
と
の
係
争
地
域
で
１
５

日
に「
暴
力
的
対
決
」が
あ
り
、

イ
ン
ド
側
の
３
人
が
死
亡
し

た
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

中
国
外
務
省
の
趙
立
堅
副
報

道
局
長
は
１
６
日
、
イ
ン
ド

側
が
「
挑
発
、
攻
撃
」
し
て

き
た
た
め
衝
突
が
起
き
た
と

主
張
し
た
。
イ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
と
中
国
軍
と
の
衝
突

で
イ
ン
ド
側
に
死
者
が
出
た

の
は
１
９
７
５
年
以
来
。

　

イ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
は
発
砲

中
印
軍
衝
突
、３
人
死
亡

７
５
年
以
来
、緊
張
激
化
も

自
民
に
敵
基
地
攻
撃
力
保
有
論

人
権
よ
り「
国
家
の
安
全
」

法
制
導
入
巡
り
香
港
長
官

　
【
香
港
共
同
】
香
港
の
林

鄭
月
娥
行
政
長
官
は
１
６
日

の
記
者
会
見
で
、
中
国
が
香

港
に
導
入
す
る
国
家
安
全
法

制
に
関
し
、
国
際
人
権
Ｂ
規

約
（
市
民
的
・
政
治
的
権

利
）
で
保
障
さ
れ
て
い
る
個

人
の
自
由
も
「
国
家
安
全
の

制
限
を
受
け
る
」
と
指
摘
し

た
。
人
権
よ
り
も
国
家
の
安

全
が
優
先
す
る
と
の
考
え
を

強
調
し
た
形
。
同
法
制
導
入

で
集
会
や
言
論
の
自
由
が
失

わ
れ
る
と
の
香
港
市
民
の
不

安
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。

　

林
鄭
氏
は
、
Ｂ
規
約
で
は

保
障
さ
れ
る
個
人
の
さ
ま
ざ

ま
な
自
由
は
国
家
の
安
全
の

制
限
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
。

き
た
。
お
わ
び
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
陳
謝
。
必
要

な
ら
ば
方
針
変
更
を
閣
議
決

定
す
る
可
能
性
に
も
言
及
し

た
。「
導
入
を
決
め
た
当
時

と
し
て
は
正
し
か
っ
た
が
、
コ

ス
ト
と
期
間
を
考
え
る
と
合

理
的
な
判
断
と
は
言
え
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

米
、イ
ン
フ
ラ
百
兆
円
検
討
か

景
気
刺
激
策
、実
現
は
不
透
明

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信
は
１
６
日

ま
で
に
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
景
気

を
刺
激
す
る
た
め
、
新
た
に

１
兆
ド
ル
（
約
１
０
０
兆
円
）

規
模
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
る
と
報
じ
た
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
既
に
新
型
コ
ロ

首
相「
計
画
進
め
ら
れ
な
い
」

契
約
問
題
、日
米
協
議
方
針

（５）　　　　　　　　　第５５０８号 ２０２０年　　６月　17日（水曜日）

新
型
コ
ロ
ナ
で
厚
労
省

南
北
連
絡
事
務
所
を
爆
破

北
朝
鮮  

引
き
締
め
狙
い
強
硬

締
め
を
図
る
構
え
と
み
ら
れ
、

２
０
１
８
年
９
月
に
結
ん
だ

緊
張
緩
和
に
向
け
た
南
北
軍

事
合
意
の
破
棄
も
示
唆
。
米

韓
同
盟
の
弱
体
化
を
誘
う
狙

い
も
う
か
が
え
る
。

　

韓
国
大
統
領
府
は
１
６

日
、
爆
破
に
「
強
い
遺
憾
」

を
表
明
し
、「
北
朝
鮮
が
状

況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
場

合
、
強
力
に
対
応
す
る
こ
と

を
厳
重
に
警
告
す
る
」
と
け

　
【
ソ
ウ
ル
、
北
京
共
同
＝

上
嶋
茂
太
、
井
上
智
太
郎
】

北
朝
鮮
は
１
６
日
、
南
西

部
・
開
城
に
あ
る
南
北
共

同
連
絡
事
務
所
を
爆
破
し

た
。
韓
国
統
一
省
が
確
認

し
、
北
朝
鮮
の
国
営
メ
デ
ィ

ア
も
、
連
絡
事
務
所
を
「
完

全
に
破
壊
す
る
措
置
」
を

同
日
午
後
２
時
５
０
分
（
日

本
時
間
同
）
に
取
っ
た
と
報

じ
た
。
北
朝
鮮
は
１
３
日
、

金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員

長
の
妹
、
金
与
正
党
第
１
副

部
長
の
談
話
で
、
韓
国
の

脱
北
者
団
体
に
よ
る
北
朝

鮮
体
制
批
判
ビ
ラ
散
布
へ

の
報
復
と
し
て
同
事
務
所

の
破
壊
を
予
告
し
て
い
た
。

　

北
朝
鮮
は
１
１
月
の
米
大

統
領
選
後
を
に
ら
み
、
核
・

ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
増
強
を
継

続
し
て
い
る
。
当
面
は
米
国

に
対
す
る
極
端
な
軍
事
挑
発

は
控
え
る
一
方
、
韓
国
と
の

緊
張
を
高
め
て
国
内
の
引
き

ん
制
し
た
。

　

連
絡
事
務
所
は
韓
国
の
文

在
寅
大
統
領
と
金
正
恩
氏
に

よ
る
１
８
年
４
月
の
南
北
首

脳
会
談
で
設
置
に
合
意
し
、

同
年
９
月
に
設
け
ら
れ
た
。

南
北
協
力
の
象
徴
的
存
在
で

文
在
寅
政
権
最
大
の
成
果
の

一つ
だ
っ
た
。
文
氏
は
１
５
日

に
北
朝
鮮
に
対
話
を
呼
び
掛

け
た
ば
か
り
で
、
大
き
な
打

撃
と
な
る
。

　

北
朝
鮮
は
１
６
日
午
前
、

朝
鮮
人
民
軍
総
参
謀
部
が「
北

南
合
意
に
よ
り
非
武
装
化
さ

れ
た
地
帯
」
へ
の
軍
隊
の
再
進

出
を
検
討
し
て
い
る
と
表
明
。

朝
鮮
中
央
通
信
は
１
６
日
午

東
京
で
0・1
％
が
抗
体
保
有

宮
城
0・03
％
、８
千
人
調
査

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

１
６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
関
連
し
た

解
雇
や
雇
い
止
め
は
見
込
み

コ
ロ
ナ
解
雇
、
非

正
規
が
５
４
％

全
体
で
２
万
５
千
人
に
迫
る

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
落
ち
込
ん
だ
経
済
の

再
生
な
ど
課
題
が
山
積
す
る

国
難
な
の
に

閉
会「
な
ぜ
？」

政
権
の
国
会
運
営
に
批
判

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】米
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
の
集

計
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
１
６

日
、
世
界
全
体
で
８
０
０
万

人
を
超
え
た
。
米
国
の
ほ
か

ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
な
ど
の
南

米
諸
国
、
イ
ン
ド
で
も
増
加

が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

感
染
拡
大
が
加
速
し
て
い
る
。

世
界
全
体
で
約
千
人
に
１
人

国
家
の
安
全
に
関
わ
る
事
案
は

「
根
本
的
」
な
問
題
で
あ
る

と
し
て
、
同
規
約
に
基
づ
き

香
港
で
施
行
さ
れ
て
い
る
「
香

港
人
権
法
案
条
例
」
を
国
家

安
全
法
制
が
「
し
の
ぐ
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。

　

中
国
国
務
院
（
政
府
）
香

港
マ
カ
オ
事
務
弁
公
室
の
ト

ウ
中
華
副
主
任
も
１
５
日
、

国
家
安
全
法
制
に
つ
い
て
「
挑

戦
を
許
さ
な
い
地
位
と
権
威

を
有
す
る
。
香
港
の
い
か
な

る
法
律
も
抵
触
し
て
は
な
ら

ミ
ン
グ
が
遅
れ
た
。
国
会
で

時
間
を
か
け
た
議
論
も
な
く
、

泥
縄
式
だ
っ
た
」
と
指
摘
し

た
。

　

観
光
業
や
飲
食
業
を
支
援

す
る
「
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ　

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
関
し
て
も
、
巨

額
の
事
務
委
託
費
な
ど
に
野

党
の
批
判
が
集
中
し
た
。
都

内
で
多
数
の
民
泊
物
件
を
運

営
す
る
男
性
（
２
７
）
は
「
事

務
委
託
費
や
再
委
託
に
よ
る

利
益
の
〝
中
抜
き
〞
ば
か
り

が
注
目
さ
れ
た
が
、
民
泊
に

８百万人超す
マラリアの死者数上回る

新型コロナ    世界の感染者

な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

　

国
家
安
全
法
制
の
関
連
法

は
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大

会
（
全
人
代
）
常
務
委
員
会

が
制
定
す
る
。
今
月
１
８
日

か
ら
の
常
務
委
の
会
議
で
審

議
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
１
６
日
は
中
国

へ
の
容
疑
者
引
き
渡
し
を

可
能
に
す
る
「
逃
亡
犯
条

例
」改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る

「
２
０
０
万
人
デ
モ
」
が
起

き
て
か
ら
１
年
の
記
念
日
。
一

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

調
査
は
３
都
府
県
で
６
月

１
〜
７
日
に
そ
れ
ぞ
れ
２
０

歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
実

施
。
同
意
を
得
て
少
量
の
血

液
を
採
取
し
、
感
染
し
て
か
ら

一
定
期
間
た
っ
た
後
に
で
き
る

抗
体
が
あ
る
か
ど
う
か
を
分

析
し
た
。
精
度
を
確
保
す
る

た
め
、
複
数
の
手
法
を
使
っ
た
。

後
、
爆
破
は
、
脱
北
者
ら
に
対

す
る
民
衆
の
怒
り
に
呼
応
し
た

南
北
の
通
信
遮
断
に
続
く
措

置
だ
と
伝
え
た
。

　

１
８
年
２
月
の
平
昌
冬
季

五
輪
を
機
に
融
和
ム
ー
ド
が

高
ま
っ
た
南
北
関
係
は
１
９

年
２
月
の
米
朝
首
脳
再
会
談

対
抗
し
た
と
い
う
。

　

一
帯
は
山
が
連
な
る
高
地

で
、
実
効
支
配
線
を
巡
る
せ

め
ぎ
合
い
が
起
き
て
い
る
も

よ
う
だ
。
イ
ン
ド
軍
が
巡
回

し
て
い
る
地
域
に
中
国
軍
が

侵
入
し
た
と
も
報
じ
ら
れ
て

整
備
の
必
要
性
で
は
一
致
し
て

い
る
野
党
民
主
党
も
５
年
に

わ
た
る
５
千
億
ド
ル
規
模
の

独
自
の
計
画
を
示
し
て
お
り
、

主
導
権
争
い
を
繰
り
広
げ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
０
１
６

年
の
大
統
領
選
勝
利
直
後
か

ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
意
欲
を

見
せ
て
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
今
回
の

１
兆
ド
ル
の
う
ち
大
半
を
、

大
都
市
を
中
心
と
し
た
高
速

道
路
網
の
整
備
や
老
朽
化
し

た
道
路
や
橋
の
修
繕
に
充
て
る

方
針
。
さ
ら
に
全
米
に
高
速

大
容
量
の
第
５
世
代
（
５
Ｇ
）

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

拡
大
す
る
考
え
と
み
ら
れ
る
。

　
か
つ
て
は
財
源
と
し
て
、
官

民
の
投
資
を
活
用
し
た
り
、
ガ

ソ
リ
ン
税
の
税
率
を
引
き
上

げ
た
り
す
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
た
。
し
か
し
増
税
に
つ
い
て

は
与
野
党
か
ら
反
対
論
や
慎

重
論
が
出
て
お
り
、
実
行
に

移
す
可
能
性
は
低
い
と
い
う
。

を
含
め
て
１
２
日
時
点
で
２

万
４
６
６
０
人
と
発
表
し

た
。
正
社
員
と
非
正
規
労
働

者
の
雇
用
形
態
別
に
集
計
を

始
め
た
５
月
２
５
日
以
降
で

は
、
１
万
２
７
４
８
人
の
う

ち
非
正
規
労
働
者
が
６
９
４

４
人
で
５
４
％
を
占
め
た
。

　
パ
ー
ト
や
契
約
社
員
と
い
っ

た
非
正
規
労
働
者
の
働
く
人

に
占
め
る
割
合
は
３
６
％
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
企

業
業
績
が
悪
化
す
る
中
、
非

正
規
労
働
者
が
「
雇
用
の
調

整
弁
」
と
さ
れ
て
い
る
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

厚
労
省
が
２
月
か
ら
、
各

地
の
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
相
談
が
あ
っ
た
事
業
所

の
報
告
に
基
づ
き
集
計
し
た
。

前
回
発
表
し
た
今
月
５
日
時

点
よ
り
も
全
体
で
３
７
２
７

人
増
え
た
。
こ
の
う
ち
非
正

規
労
働
者
は
２
０
０
１
人
に

上
っ
た
。

　

正
社
員
と
非
正
規
労
働
者

を
合
わ
せ
た
解
雇
や
雇
い
止

め
の
人
数
を
業
種
別
に
見
る

と
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
宿

泊
業
が
５
２
４
９
人
で
最
多
。

飲
食
業
３
８
２
６
人
、
製
造

業
３
４
１
７
人
、
タ
ク
シ
ー
や

観
光
バ
ス
な
ど
道
路
旅
客
運

送
業
２
４
１
９
人
と
続
い
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京

都
が
４
４
２
３
人
で
最
も
多

か
っ
た
。
大
阪
府
３
１
６
３

人
、
北
海
道
１
２
９
２
人
、

兵
庫
県
９
５
８
人
、
千
葉
県

７
４
４
人
だ
っ
た
。

　

各
地
の
労
働
局
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
対
し
て
休
業
を
相

談
し
た
事
業
所
数
は
、
前
回

５
日
よ
り
４
６
６
６
増
の
４

万
１
４
８
だ
っ
た
。

中
、
政
府
、
与
党
は
国
会
を

延
長
せ
ず
、
１
７
日
の
会
期

末
で
閉
会
さ
せ
る
見
通
し
だ
。

「
国
難
の
真
っ
最
中
な
の
に

…
」「
議
論
す
る
べ
き
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
」。
コ
ロ
ナ
で

打
撃
を
受
け
た
事
業
者
ら
か

ら
批
判
が
上
が
っ
た
。

　

感
染
防
止
の
た
め
に
休
業

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
業

者
に
は
人
件
費
や
家
賃
が

重
く
の
し
か
か
る
。
社
会
保

険
労
務
士
の
井
上
政
幸
さ
ん

（
４
８
）
＝
東
京
都
豊
島
区

＝
は
「
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
は
大
変
。
休
業
が
必
要
な

業
種
は
分
か
っ
て
お
り
、
早
い

段
階
で
措
置
を
打
つ
べ
き
だ
っ

た
。
政
府
に
見
通
し
が
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
従
業
員

に
支
払
う
休
業
手
当
や
賃
金

の
一
部
を
国
が
助
成
す
る
雇

用
調
整
助
成
金
の
制
度
変
更

で
対
応
し
た
が
、
井
上
さ
ん

は
「
新
た
な
コ
ロ
ナ
助
成
金

を
つ
く
る
べ
き
だ
っ
た
。
事
務

処
理
が
増
え
、
支
給
の
タ
イ

も
恩
恵
が
届
く
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
本
質
的
な

部
分
を
議
論
し
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
こ
ぼ
し
た
。

　
「
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
。
国
難
と
も
言
え
る
状

況
な
の
に
」
と
憤
る
の
は
経

済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
荻
原

博
子
さ
ん
。
第
２
次
補
正
予

算
に
１
０
兆
円
の
予
備
費
が

計
上
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
「
支
援
事
業
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
が
出
て
き
て
い

る
。『
信
じ
て
く
だ
さ
い
』
と

言
わ
れ
て
も
信
用
で
き
な
い
」

と
不
信
感
を
募
ら
せ
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
の
第
２
波
が
い
つ

来
る
か
分
か
ら
な
い
の
に
閉

会
す
る
の
は
全
く
解
せ
な
い
」

と
、
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の
伊

藤
惇
夫
さ
ん
も
首
を
ひ
ね
る
。

「
コ
ロ
ナ
を
通
じ
て
国
民
の

政
治
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
。
閉
会
後
も
、
国
民
は
監

視
の
目
を
維
持
し
て
ほ
し
い
」

１
６
日
、
北
朝
鮮
が
爆
破
し
た
同
国
南
西
部
・
開
城
に
あ
る
南
北
共
同
連
絡

事
務
所
（
上
か
ら
下
へ
）（
韓
国
国
防
省
提
供
・
共
同
）

が
決
裂
後
、
膠
着
状
態
が
続

い
て
い
た
。

　

連
絡
事
務
所
は
南
北
双
方

の
当
局
者
が
常
駐
し
て
い
た

が
、
今
年
１
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
運
用
を
停
止
。
韓
国
側

の
人
員
は
撤
収
し
て
い
た
。

と
訴
え
た
。

　

国
会
周
辺
で
は
１
６
日
午

後
、
強
い
日
差
し
の
下
で
約

３
０
人
が
閉
会
に
抗
議
す
る

座
り
込
み
。
板
橋
区
の
飛
石

一
輝
さ
ん
（
７
４
）
は
「
議

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
安

倍
晋
三
首
相
は
国
会
審
議
か

ら
逃
げ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
」
と
話
し
た
。

の
割
合
で
感
染
し
た
計
算
と

な
っ
た
。

　

死
者
は
三
大
感
染
症
の
一

つ
、
マ
ラ
リ
ア
の
年
間
死
者

数
約
４
０
万
人
を
既
に
上
回

り
、
４
３
万
人
を
超
え
た
。

　

感
染
者
は
５
月
２
１
日
に

５
０
０
万
人
を
上
回
っ
て
以

降
、
９
日
間
ご
と
に
１
０
０
万

人
増
え
る
状
態
が
２
回
続

い
た
が
、
今
回
は
８
日
間
で

１
０
０
万
人
増
と
ペ
ー
ス
が

上
が
っ
た
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
状
況
報
告
に

よ
る
と
、
前
日
か
ら
増
加
し

た
感
染
者
数
は
５
月
下
旬
か

ら
ほ
ぼ
連
日
、
１
０
万
人
を

上
回
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
今
月
１
５
日

付
状
況
報
告
に
よ
る
と
、
米

州
地
域
事
務
局
管
内
（
南

北
米
大
陸
）
が
感
染
者
の

４
８
％
、
死
者
の
４
７
％
を

占
め
、
い
ず
れ
も
世
界
最
多
。

前
日
か
ら
増
加
し
た
感
染
者

の
５
３
％
、
死
者
の
６
６
％

も
同
管
内
か
ら
と
、
現
在
も

米
大
陸
で
被
害
が
最
も
拡
大

し
て
い
る
。

　

約
２
４
０
０
万
件
の
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
た

米
国
で
、
世
界
最
多
の
約

２
１
０
万
人
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
８
５
万
人

を
上
回
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
が
続

き
、
ロ
シ
ア
も
５
０
万
人
を

超
え
た
。
世
界
第
２
位
の
人

口
１
３
億
人
を
抱
え
る
イ
ン

ド
も
６
月
に
入
り
急
増
し
、

３
０
万
人
を
上
回
っ
た
。
国

境
封
鎖
の
解
除
な
ど
の
動
き

が
出
て
い
る
西
欧
諸
国
で
は

鈍
化
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

南
米
の
ペ
ル
ー
が
約
２
３
万

人
と
、
ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア

と
並
ぶ
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

部
の
独
立
派
団
体
が
デ
モ
行

進
を
計
画
し
て
い
た
が
、
警
察

が
許
可
せ
ず
中
止
し
た
。

　

香
港
政
府
は
１
６
日
、
期

限
が
１
８
日
と
な
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た

め
の
集
会
禁
止
令
を
１
９
日

以
降
も
継
続
す
る
と
発
表
し

た
。香
港
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

期
限
は
７
月
２
日
。
香
港
返

還
記
念
日
の
７
月
１
日
に
毎

年
行
わ
れ
る
大
規
模
デ
モ
も

実
施
困
難
な
情
勢
と
な
っ
て

い
る
。

ナ
関
連
の
景
気
刺
激
策
と
し

て
計
３
兆
ド
ル
規
模
の
対
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
財
政
赤

字
が
膨
張
を
続
け
て
お
り
、
財

源
や
実
現
可
能
性
は
不
明
だ
。

　

１
１
月
の
大
統
領
選
で
の

再
選
を
目
指
す
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
経
済
の
早
期
立
て
直

し
が
課
題
。
一
方
、
イ
ン
フ
ラ

い
る
。

　

イ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
７
５
年
に
は
イ
ン
ド
北

東
部
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ

シ
ュ
州
で
中
印
両
軍
の
衝
突

が
あ
り
、
イ
ン
ド
側
の
４
人

が
死
亡
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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AUTOS
F-1 が２０２０年度
序盤 8 レースを発表

ブ ラ ジ ル・ ト ヨ タ が、RAV4 の リ コ ー ル を 発 表
Toyota do Brasil 

divulga recall do RAV4 

F-1 divulga as 8 primeiras
 etapas de 2020

コレクターモデルは、992 台のみの限定販売で、
ブラジルでの価格はまだ確認されていない

ハミルトン、ベッテル、リカルドは、
世界で最も高給な

レーシングドライバーに数えられる

Porsche 911 Targa 4S Heritage 
Design edition

Covid-19 の大流行により、ホンダ自動車は、生産活動の休止を継続しており、
サンパウロ州スマレー工場とイチラピナ工場の休止期間を延長する。

 ANO XXIII  –  Nº 5508 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 17 DE JUNHO DE 2020 R$ 5,00

A Fórmula-1 divulgou 
que o campeonato deste 
ano começa no dia 5 
de julho com o GP da 
Áustria, sem público nas 
arquibancadas.
Por conta da pandemia 
da Covid-19, a Fórmula-1 
demorou para divulgar 
o novo calendário de 
2020, e ainda assim, o 
divulgou parcialmente. 
Em princípio, todas as 
corridas divulgadas 

6 月 8 日 、 ブ ラ ジ ル ・
トヨタは、2019年9月
から同年10月までの期
間に製造された計570
台 の ハ イ ブ リ ッ ド カ
ー・RAV4のリコールを
発表した。
フロントサスペンショ
ンのリコール
生じた不具合：このリ
コール届出キャンペー
ンに含まれている車両
のフロントサスペンシ
ョンは、車両のフロン
トクロスバーと前輪を
接続するロアアームで
構成されている。
ロアアームの製造に使
用 さ れ た 鋼 材 の 製 造

A Porsche apresenta o 911 
Targa 4S Heritage Design 
edition, edição especial 
para colecionadores que 
já está disponível para 
encomendas na Europa, 
mas não está confirmado 
para vir ao Brasil.
A edição é limitada a 
apenas 992 unidades, 
com pintura exclusiva 
em cereja metálico e 
quatro outras cores 
externas, juntamente 
com logos dourados, 
proporcionando um 
visual ao estilo dos anos 
1950.
O interior vem com 

Hamilton, Vettel e 
Ricciardo estão entre 
os esportistas mais bem 
pagos do mundo 
A Forbes divulgou a 
lista anual de atletas 
mais bem pagos do 
mundo, com destaque 
para Neymar Jr, na 4ª 
posição.

no dia 2 de junho 
devem acontecer sem a 
presença do público.
A FOM (Formula One 
Management) tem 
como meta realizar de 
15 a 18 corridas este 
ano, do total de 22 que 
estavam programadas, 
mas tudo vai depender 
do comportamento 
da pandemia do novo 
coronavírus.
As demais provas 

do calendário serão 
divulgadas em breve.
A categoria já está há 
7 meses sem realizar 
nenhuma corrida e 
acumula prejuízos por 
conta do cancelamento 
definitivo de algumas 
etapas como os GPs 
da Austrália, Mônaco, 
França, Holanda, 
Azerbaijão, Singapura e 
Japão.

Rodas Carrera Exclusive Design de série com 20 e 21 polegadas. Ainda não há confirmação se o modelo estará 
disponível para venda no Brasil.

 Campeonato da F-1 em 2020 começa no dia 5 de julho com o GP da Áustria, sem 
público nas arquibancadas.
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が、何らかの条件で不
適合であったため、こ
れらの部品が、突然の
加速と減速による車両
の運転方法により、表
面全体に広がる亀裂を
引き起こす場合がある
という。
リスク：この状況が発
生した場合、ロアアー
ムが前輪から離れる可
能性があり、これによ
り、車両のコントロー
ルが失われ、結果とし
て 事 故 の リ ス ク が 生
じ、車両に大きな損傷
が引き起こしたり、乗
員が重傷を負ったり、
場合によっては致命傷

estofamento em couro 
vermelho bordô com OLEA 
club leather (couro tratado 
de forma ambientalmente 
sustentável) em bege 
Atacama ou couro preto 
com OLEA club leather em 
bege Atacama.
O contagiros e o 
cronômetro com visual 
clássico com iluminação 
verde ressaltam a 
natureza emocional do 
conceito da mesma forma 
que o forro do teto em 
tecido de microfibra 
perfurado e o amplo uso 
no acabamento de couro 
Exclusive Manufaktur.

Hamilton, Vettel e 
Ricciardo estão entre os 
atletas mais bem pagos 
do mundo de acordo 
com a lista da Forbes, 
que classificou os 
rendimentos dos atletas 
em 2019.
ROGER FEDERER: 
O tenista suíço 
curiosamente tem um 
salário “baixo” de apenas 
US$ 6,3 milhões, mas os 
números dos patrocínios 
são gigantescos. 
CRISTIANO RONALDO: 
Jogador português de 35 
anos permanece como o 
atleta de futebol mais 
bem pago do mundo.
NEYMAR JR: Nascido 

に至る可能性があると
いう。
対策：2020年7月13日
より、フロントサスペ
ンションのロアアーム
（左右）を交換する。
修理時間は約3時間。
車両の所有者は、事前
予約のため、トヨタ認
定ディーラー系列に連
絡する必要がある。
認定ディーラーのリス
ト：http://www.toyota.
com.brを参照
トヨタは、このキャン
ペーンが、消費者に対
して無料で実施される
事 を 明 ら か に し て い
る。

MOTOR
Motor biturbo com 450 cv 
de potência, combinado 
com a transmissão de 
dupla embreagem com 8 
velocidades. O motor boxer 
leva o carro a velocidade 
máxima de 304 km/h e 
acelera o 911 Targa (com 
Launch Control) de 0 a 
100 km/h, em menos de 
3,6 segundos.
FOTO: Rodas Carrera 
Exclusive Design de série 
com 20 e 21 polegadas. 
Ainda não há confirmação 
se o modelo estará 
disponível para venda no 
Brasil.

na cidade de Mogi das 
Cruzes no interior do 
estado de São Paulo, 
o atleta de 28 anos 
recusou-se a reduzir 
seu salário por conta 
da pandemia do novo 
coronavírus.
LEWIS HAMILTON: 
Hexacampeão da F-1 
tem contrato com a 
Mercedes até o final de 
2020. Hamilton tenta 
aumentar seu salário 
em US$ 10,0 milhões, 
mas a crise provocada 
pela Covid-19, pode 
fazer com que o inglês 
aceite renovar pelo 
mesmo valor que recebe 
atualmente.

O inglês Lewis Hamilton é o 
piloto mais bem pago da F-1.
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